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評価 平成２４年度の取組事項 担当

Ａ ◆府施設を活用した様々な食育・環境体験教室の開催 自然環境保全課

Ａ ◆子供を対象とした農業体験の開催 農村振興課

Ａ ◆府関連施設を活用した農林漁業体験 農村振興課（丹後あじわいの郷）

Ｂ ◆きょうと食いく先生養成講座の開講と認定 食の安心・安全推進課

Ｂ ◆食農体験農場の開設推進 食の安心・安全推進課

Ａ ◆調理実習等の充実 学校教育課、高校教育課

Ａ ◆地域の人材を活用した体験学習等の実施 保健体育課

Ａ ◆食農体験教室の開催
山城広域振興局（農林商工部）、山
城南保健所

Ａ ◆該当施設に関する情報の収集・提供 食の安心・安全推進課

Ａ ◆食育に取り組む団体の食育支援活動の登録と情報提供 食の安心・安全推進課

Ａ ◆食生活改善推進員による親子料理教室等の取組支援 健康対策課（各保健所）

Ａ ◆食育講座の開催 食の安心・安全推進課

Ａ ◆親子など府民を対象にした食育の推進
丹後広域振興局、丹後保健所、丹後
教育局

Ａ ◆特定給食施設等巡回指導・従事者講習会などによる地域の特色を活かした給食の提供を支援 健康対策課（各保健所）

Ｂ ◆生産者と学校を結ぶコーディネーターの育成 食の安心・安全推進課

Ｂ ◆「まるごときょうとの日」学校給食メニューコンテストの実施 食の安心・安全推進課

Ａ ◆地場産物を取り入れた学校給食の促進 保健体育課

Ａ ◆食生活改善推進員活動の支援（リーダー研修会の実施） 健康対策課（各保健所）

Ａ ◆食育に取り組む団体の食育支援活動の登録と情報提供　　【再掲】 食の安心・安全推進課

Ａ ◆食育講座の開催　　【再掲】 食の安心・安全推進課

Ａ ◆地域の人材を活用した体験学習等の実施　　【再掲】 保健体育課

Ａ ◆栽培から加工まで一環した食育 南丹広域振興局（農林商工部）

Ａ ◆親子など府民を対象にした食育の推進　　【再掲】 丹後保健所

Ａ ◆採用選考試験等の実施 教職員課

Ａ ◆特定給食施設等巡回指導・従事者講習会など 健康対策課（各保健所）

Ａ ◆教職員研修の充実 保健体育課

Ａ ◆保育所（園）・幼稚園給食の野菜もりもりレシピ集を活用した研修会の開催 山城北保健所

Ａ ◆乙訓学校給食研究大会の開催 乙訓教育局

Ａ ◆山城地方食育・学校給食研究協議会の開催 山城教育局

Ａ ◆南丹地区食育・学校給食研究協議会の開催 南丹教育局

Ａ ◆中丹地区食育・学校給食研究大会の開催 中丹教育局

Ａ ◆丹後地方食育・学校給食研修会の開催 丹後教育局

Ａ ◆特定給食施設等従事者講習会 健康対策課（各保健所）

Ａ ◆校種間連携による食育の推進 保健体育課

Ａ ◆学校給食や学生食堂における地元産食材の利用と食育の推進 南丹広域振興局（農林商工部）

Ａ ◆小学校、高校、大学が連携した「パートナースクール事業」の実施 南丹教育局

Ａ ◆特定給食施設等巡回指導・従事者講習会など　　【再掲】 健康対策課（各保健所）

Ａ ◆出前講座への対応 健康対策課（各保健所）

Ａ ◆「こどもたちのための食と環境講座」の実施 農政課

Ａ ◆学校での水産教室の開催 水産課

Ａ ◆学校給食を活用した食育の推進 保健体育課

Ａ ◆地域で生産される京野菜等について食育教室を開催 南丹広域振興局（農林商工部）

Ａ ◆食育キャラクターの普及と活用 丹後保健所

Ａ ◆子どもとお母さんのためのお魚媒体の普及と活用 丹後保健所

子
ど
も
の
食
育
支
援

⑤食生活改善推進員や生活研究グループ、生産者等地域の食の専門家の協力を得た食育の取組

⑦食育に関する教職員の意識向上及び資質向上

世
代
に
応
じ
た
食
育
の
推
進

⑥食に関する指導と給食の管理を行う栄養教諭の配置拡充、採用の維持

⑧他校種（幼・保、小、中、高等）と連携した食育の推進

⑨あらゆる機会を通じた「食」に関する指導

①農作物栽培や家畜の世話、調理等、農業や食に関する体験活動の充実

②食に関する体験・学習できる施設等の情報提供

③親子料理教室等の開催

④地場産物の活用や郷土料理・行事食など地域の特色をいかした給食・調理実習の実施

第２次京都府
食育推進計画

１　評価一覧

（１） ア
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平成２４年度の取組事項 担当

Ａ ◆食情報提供店への加入促進 健康対策課（各保健所）

Ａ ◆料理教室の開催 食の安心・安全推進課

Ａ ◆献血時における大学生等を対象にした栄養相談 薬務課

Ａ ◆料理教室の開催　　【再掲】 食の安心・安全推進課

Ａ ◆「京都米の良さ発見！」提案の募集 農産課

Ａ ◆食育講座の開催　　【再掲】 食の安心・安全推進課

Ａ ◆特用林産物の栽培体験等 林務課

Ａ ◆該当施設に関する情報の収集・提供　　【再掲】 食の安心・安全推進課

Ａ ◆意見交換・シンポジウムの開催 食の安心・安全推進課

Ａ ◆食育講座の開催　　【再掲】 食の安心・安全推進課

Ａ ◆食育強化月間における関係団体と連携した啓発 食の安心・安全推進課

Ａ ◆スーパーマーケット等での食育啓発活動 食の安心・安全推進課

Ａ ◆きょうと地産地消・食育応援レシピの活用促進 食の安心・安全推進課

Ａ ◆食育講座の開催　　【再掲】 食の安心・安全推進課

Ａ ◆地域・職域連携推進会議 健康対策課（各保健所）

Ａ ◆地域・職域連携推進会議　　【再掲】 健康対策課（各保健所）

Ａ ◆働きざかり世代への食を通じた健康づくり 南丹保健所

Ａ ◆健康ばんざい京のおばんざい弁当シリーズの取組 健康対策課

Ａ ◆「たんとおあがり京都府産」施設（京都府産農産物利用推進施設）の認定 食の安心・安全推進課

Ａ ◆食育強化月間における関係団体と連携した啓発　　【再掲】 食の安心・安全推進課

Ａ ◆スーパーマーケット等での食育啓発活動　　【再掲】 食の安心・安全推進課

Ａ ◆きょうと地産地消・食育応援レシピの活用促進　　【再掲】 食の安心・安全推進課

Ａ ◆食育講座の開催　　【再掲】 食の安心・安全推進課

Ｂ ◆高齢者等への買い物支援 商業・経営支援課

Ａ ◆ＳＫＹふれあいフェスティバルにおける高齢者の栄養改善に係る普及啓発 高齢者支援課

Ａ ◆地域・職域連携推進会議　　【再掲】 健康対策課（各保健所）

Ａ ◆農山漁村伝承技能の登録・認定 研究普及ブランド課

Ａ ◆食育強化月間における関係団体と連携した啓発　　【再掲】 食の安心・安全推進課

Ａ ◆スーパーマーケット等での食育啓発活動　　【再掲】 食の安心・安全推進課

Ａ ◆食育講座の開催　　【再掲】 食の安心・安全推進課

③技能や技術を活用した農業や料理の体験の場等における活動支援

⑤食に関する体験・学習ができる施設等の情報提供

中
年
の
食
育
支
援

（１）

世
代
に
応
じ
た
食
育
の
推
進

京都府食育
推進計画

ウ

④親子農林漁業体験の推進

高
齢
者
の
支
援

⑥生産現場での意見交換等の生産者と消費者との交流の促進

①援農ボランティア活動等を通じた学生の農林漁業体験の推進

学
生
等
若
い
世
代
の
食
育
支
援

イ

エ

④きょうと食育ネットワーク会員の連携による食育の推進

③職場での料理教室の推進

⑨健康診査結果を活用した生活習慣病予防の取組の推進

⑧職場での料理教室の推進

④きょうと食育ネットワーク会員の連携による食育の推進

②企業食堂と連携した郷土料理・行事食提供の推進

①健康審査結果を活用した生活習慣病予防の取組の推進

①社会福祉団体、商店街、流通事業者等と連携した調理実習体験や買い物弱者支援

③大学と連携した食育の推進

②生協等の学生食堂と連携した「朝ごはんを毎日食べる」運動等の展開、郷土料理・行事食提供の推進

⑦きょうと食育ネットワーク会員の連携による食育の推進

②高齢者の生活を充実させるための活動支援
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平成２４年度の取組事項 担当

Ａ ◆各種イベントでの啓発 健康対策課（各保健所）

Ａ ◆食育強化月間における関係団体と連携した啓発　　【再掲】 食の安心・安全推進課

Ａ ◆スーパーマーケット等での食育啓発活動　　【再掲】 食の安心・安全推進課

Ａ ◆就学前の子どもを持つ保護者への支援 社会教育課

Ａ ◆朝食欠食ゼロを目指した府民への食育啓発 丹後保健所

Ａ ◆出前講座への対応　　【再掲】 健康対策課（各保健所）

Ａ ◆各種イベントでの啓発 健康対策課（各保健所）

Ａ ◆食のスクラップコンクール実施 食の安心・安全推進課

Ａ ◆各種イベントでの啓発 食の安心・安全推進課

Ａ ◆スーパーマーケット等での食育啓発活動　　【再掲】 食の安心・安全推進課

Ａ ◆家庭における食育推進をねらいとした啓発
乙訓保健所、乙訓教育局、京都乙訓
農業改良普及センター

Ａ ◆家庭における食育推進をねらいとした啓発 山城南保健所

Ｂ ◆直売所店頭での「なんたん・かんたん・やさい料理」レシピカード配付
南丹保健所、南丹広域振興局（農林
商工部）

Ａ ◆働きざかり世代への食を通じた健康づくり　　【再掲】 南丹保健所

Ａ ◆「みんなでコラボin中丹」における「基本的な生活習慣（はぐくみ教室）」の開催 中丹教育局

Ａ ◆保育所等への支援 健康対策課（各保健所）

Ａ ◆スーパーマーケット等での食育啓発活動　　【再掲】 食の安心・安全推進課

Ａ ◆食生活改善推進員による親子料理教室等の取組支援　　【再掲】 健康対策課

Ｂ ◆府関連施設を活用した農林漁業体験 農村振興課（丹後あじわいの郷）

Ａ ◆食育講座の開催　　【再掲】 食の安心・安全推進課

Ａ ◆食育強化月間における関係団体と連携した啓発　　【再掲】 食の安心・安全推進課

Ａ ◆食育講座の開催　　【再掲】 食の安心・安全推進課

Ａ ◆スーパーマーケット等での食育啓発活動　　【再掲】 食の安心・安全推進課

Ａ ◆きょうと地産地消・食育応援レシピの活用促進　　【再掲】 食の安心・安全推進課

Ａ ◆府施設を活用した様々な食育・環境体験教室の開催　　【再掲】 自然環境保全課

Ｂ ◆食農体験農場の開設推進　　【再掲】 食の安心・安全推進課

Ａ ◆地域において食や農への理解を深める交流活動の展開 南丹広域振興局（農林商工部）

Ａ ◆農作業応援体験ツアー（おいしい食の応援隊） 南丹広域振興局（農林商工部）

Ａ ◆スーパー・直売所等を会場とした、食育キャンペーンの開催 南丹保健所

Ａ ◆管内栄養士ネットワーク推進事業 健康対策課（各保健所）

Ａ ◆食生活改善推進員活動の支援（リーダー研修会の実施）　　【再掲】 健康対策課（各保健所）

Ａ ◆特定給食施設等従事者講習会　　【再掲】 健康対策課（各保健所）

Ｂ ◆きょうと食いく先生養成講座の開講と認定　　【再掲】 食の安心・安全推進課

Ａ ◆食育フォーラムの開催
丹後保健所、丹後広域振興局、丹後
教育局

Ａ ◆特定給食施設等巡回指導・従事者講習会などによる地域の特色を活かした給食の提供を支援　　【再掲】 健康対策課（各保健所）

Ｂ ◆生産者と学校を結ぶコーディネーターの育成　　【再掲】 食の安心・安全推進課

Ａ ◆「たんとおあがり京都府産」施設（京都府産農産物利用推進施設）の認定　　【再掲】 食の安心・安全推進課

Ａ ◆地場産物を取り入れた学校給食の促進　　【再掲】 保健体育課

Ａ ◆地元産農水産物を取り入れた学校給食の促進 丹後広域振興局、丹後教育局

Ａ ◆給食等への地産地消の啓発 山城広域振興局（農林商工部）

⑤初めて父親、母親になる夫婦の子育てを意識した食育における保健・医療機関、ＮＰＯ等の連携による取組

③学校や福祉施設などの給食での地産地消の推進

（２）

家
庭
に
お
け
る
食
育
の
推
進

①五感を活性化する食農体験の場づくりの推進

②食育を推進する人材の育成

（３）

④親子料理教室等、「食」を楽しみながら学ぶ機会の提供

①「朝ごはんを毎日食べる」運動等の展開

⑥きょうと食育ネットワーク会員の連携による食育の推進

③栄養指導・相談対応の充実

②「食」の大切さや望ましい食習慣等についての啓発

地
域
に
お
け
る
食
育
の
推
進

京都府食育
推進計画
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平成２４年度の取組事項 担当

Ａ ◆食生活改善推進員による親子料理教室等の取組支援　　【再掲】 健康対策課（各保健所）

Ａ ◆食育講座の開催　　【再掲】 食の安心・安全推進課

Ａ ◆食育に取り組む団体の食育支援活動の登録と情報提供　　【再掲】 食の安心・安全推進課

Ａ ◆女性農業者による食育活動と農山漁村伝承技能保持者による技術伝承活動 研究普及ブランド課

Ａ ◆「伝えたいたんごの味」を活用した食生活改善推進員地域活動の推進と情報発信　　 丹後保健所、丹後広域振興局

Ａ ◆食育強化月間における関係団体と連携した啓発　　【再掲】 食の安心・安全推進課

Ａ ◆食育講座の開催　　【再掲】 食の安心・安全推進課

Ａ ◆スーパーマーケット等での食育啓発活動　　【再掲】 食の安心・安全推進課

Ａ ◆きょうと地産地消・食育応援レシピの活用促進　　【再掲】 食の安心・安全推進課

Ａ ◆意見交換・シンポジウムの開催　　【再掲】 食の安心・安全推進課

Ｂ ◆環境にやさしい農業に取り組むエコファーマーと消費者の交流会の開催 農産課

Ｂ ◆京都米提供店の登録 農産課

Ａ ◆都市漁村交流の促進 水産課

Ａ ◆消費者応援隊活動（おいしい食の応援隊） 南丹広域振興局（農林商工部）

Ａ ◆地域において食や農への理解を深める交流活動の展開

南丹地域食の安心・安全プロジェクト
チーム（南丹広域振興局農林商工部、
企画総務部、南丹保健所、南丹家畜保
健衛生所、南丹教育局）

Ａ ◆中丹“食の環”づくり事業による“食の環”ネットワークの構築 中丹広域振興局、水産事務所

Ａ ◆きょうと健康長寿推進府民会議 健康対策課（各保健所）

Ａ ◆京都の伝統食品や加工技術を紹介する展示会等の開催 染織・工芸課

Ａ ◆意見交換・シンポジウムの開催　　【再掲】 食の安心・安全推進課

Ａ ◆京都府及び関係機関の「食」に関する情報の提供 食の安心・安全推進課

Ａ ◆京都発！食とみどりのサイエンスＮＯＷ
農林水産技術センター企画室（研究
普及ブランド課）

Ａ ◆「海まるごと体験」の実施 海洋センター（研究普及ブランド課）

Ｂ ◆高齢者等への買い物支援　　【再掲】 商業・経営支援課

Ａ ◆きょうと食育フォーラムの開催 食の安心・安全推進課

Ａ ◆食育シンポジウムの開催 食の安心・安全推進課

Ａ ◆きょうと食育事例集の作成 食の安心・安全推進課

Ａ ◆学校等給食地産地消・食育推進プロジェクトチームの設置推進 食の安心・安全推進課

Ｂ ◆市町村食育推進計画の策定支援 食の安心・安全推進課

Ａ ◆管内市町が策定する食育推進計画の策定支援
乙訓保健所、乙訓教育局、京都乙訓
農業改良普及センター

Ａ ◆管内市町村食育関係者担当課長会議の開催 山城広域振興局（農林商工部）

Ａ ◆啓発パネルの作成 山城広域振興局（農林商工部）

Ａ ◆丹後食育活動事例の募集 丹後保健所

Ａ：実施済

１３２／１４６（９０％）

Ｂ：未完了・未達成

１４／１４６（１０％）

④食生活改善推進員や生活研究グループ等が行う郷土料理・行事食の料理教室等の活動の推進

地
域
に
お
け
る
食
育
の
推
進

⑤きょうと食育ネットワーク会員の連携による食育の推進

⑥生産者と消費者との生産現場での意見交換等交流の促進

京都府食育
推進計画

⑨優良事例の紹介及び取組の拡大

⑧社会福祉団体、商店街、流通事業者等と連携した調理実習体験や買い物弱者支援

（３）

⑦食の安心・安全についての関係機関と連携した情報提供

－4－
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（１） 世代に応じた食育の推進   

２ 取組の展開                               

 
 
 
 乳幼児期から高年期までそれぞれのライフステージにおいて、必要な「食」に関する能力を習徔していくことで、生
涯を通じて心身共に健康で豊かな生活を営むことができますが、望ましい食生活が実践できていません。 

 例えば、子どもは命と食の大切さを理解するための体験が丌足していたり、学生等の若者は知識と技術が丌足してい
るために食が貣しい状況にあったり、高齢者では新鮮な食料の入手が困難な状況、買い物弱者が発生するなど世代によ
り課題に特徴があります。 

 

 

 

 

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

府施設を活用した様々な食

育・験教室の開催 

府立丹後海と星の見える丘公園において、指定管理者为

催により、生ゴミを堆肥化して土づくりから農作物の栻

培・収穫体験・火おこしからおくどさん（かまど）を使っ

た調理体験、石窯を使ったパン焼き体験などさまざまな食

育・環境体験教室を開催し、宿泊者等には地元産食材を使

った食育を大切にした料理を提供します。 

 

 

自然環境保全課 

取 組 の 実 績 評 価 A 

地元産食材を利用した調理教室や石窯ピザ焼き教室（26回開催、参加者 607人）、

農作物播種・収穫（米、トマト、じゃがいも、サツマイモ等）体験（7回開催、参加

者 103人）、ゼロエミ（生ゴミの堆肥化）教室（10回開催、参加者 312人）など、

学校や団体客等の希望に応じて食をテーマにした体験プログラム等、合わせて40回

以上の食育・環境体験教室を実施。 

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

子供を対象とした農業体験

の開催 

地域の高齢化が進み、農業へ

の関心も希薄になる中、将来を

担う子供達の参加による植え

付け体験や収穫体験を通じて、

農業に対する関心を深めるた

めのイベントを地域団体が为

体となって開催します。 

目標値：農業体験イベント １０地区 

農村振興課 

取 組 の 実 績 評 価 A 

企画公募型ふるさと保全活動を府内10地区（延べ15回）で開催。 

植え付け～草引き～収穫までの複数回開催する地区もあり、子供たちに生産の楽し

み、食の大切さを知る機会となっている。 

 

（１）世代に応じた食育の推進 

① 農作物栽培や家畜の世話、調理等、農業や食に関する体験活動の充実 

ア 子どもの食育支援 
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取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

府関連施設を活用した農林

漁業体験 

サツマイモづくりやブルー

ベリー、イチゴなどの収穫体験

活動を推進します。 

目標値：参加者 ８００名 

農村振興課 

（丹後あじわいの郷） 

取 組 の 実 績 評 価 A 

○いちご収穫体験（７５人）、ブルーベリー収穫体験（５２５人）、さつまいも収

穫体験（１４６人）を実施。また、中高生による園芸作業や牧舎管理などの職場

体験（１７０人）も実施。 

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

きょうと食いく先生養成講

座の開講と認定 

学校等において、専門的な知識を有し農作業や調理を指

導できる人材を育成するため、養成講座を開講し、きょう

と食いく先生の認定を行います。 

目標：養成講座開催   ２回 

   きょうと食いく先生の認定  ２０名以上 

 

食の安心・安全推進課 

取 組 の 実 績 評 価 Ｂ 

農林水産業、食品加工、料理部門の専門家１１名を「きょうと食いく先生」に認

定した。今後、引き続き、「きょうと食いく先生」の認定をすすめていく。 

 また、料理人を対象に食いく先生養成講座を企画したが、日程が合わず来年度の

開催となった。 

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

食農体験農場の開設推進 子どもたちが五感を使って、種まき・苗植え、草引き、

施肥、収穫、調理など一連の農作業体験と食に関する学習

ができる農場の開設を支援します。 

目標：きょうと食農体験農場の登録  １４ヶ所 

食の安心・安全推進課 

取 組 の 実 績 評 価 Ｂ 

１０農場を「きょうと食農体験農場」に登録。今後、引き続き「きょうと食農体

験農場」の登録をすすめていく。 

○「きょうと食農体験農場」交流会実施（平成２５年３月８日） 

 

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

調理実習等の充実 基礎的な技能を身に付け、日常生活で活用できるように

します。食文化を継承しつつ、健康で安全な調理を工夫し、

食事を作る楽しさや食べる喜びを味わうことができるよう

にします。 

学校教育課 

高校教育課 

取 組 の 実 績 評 価 Ａ 

○各学校では、家庭科、技術・家庭科等の授業において、栄養教諭等との連携や地

域の専門家等の協力を徔るなど様々な工夫を凝らしながら、地域の特性を生かし

た調理実習等の充実を図っている。 
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（１） 世代に応じた食育の推進   

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

地域の人材を活用した体験

学習等の実施 

「栄養教諭を中核とした食育推進事業」において、地域

の他校種の学校や関係機関と連携を図り、地元の食に関す

る体験学習等を取り入れながら食育を推進します。 

保健体育課 

取 組 の 実 績 評 価 Ａ 

○各学校では、地域の生産者や関係団体等と連携し、作物栻培や調理実習等の体験

学習を実施している。 

○「栄養教諭を中核とした食育推進事業」の指定地域においては、地域の食生活推

進員の協力を徔て調理実習や生産者を招いての招待給食、栻培体験等の取組によ

り、子どもたちに地元の産物や食文化への理解を深め、郷土への関心を高めた。

併せて、研修会の実施や冊子を作成・配布し、その成果を普及した。 

 

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

食農体験教室の開催  食育の啓発を図るために、地域団体等と連携して子ども

たち等が農作業や調理（加工）を体験する教室を開催しま

す。 

山城広域振興局（農林

商工部）、山城单保健

所 

 

取 組 の 実 績 評 価 Ａ 

单山城村と府が共催し、平成24年11月13日单山城保育園で「収獲祭」
を実施しました。 

《前日までの取組》 
○園児が米・サツマイモ・大根・椎茸を栻培し、 
成長していく様子を観察した後、収穫体験          

《当日の取組》 
○年長児によるクッキング（大根、椎茸等を包丁を使って切る作業を初体験） 
○園庭で昔ながらの釜と鍋を使い、ぶた汁とさつまいもご飯の調理 

○府による食育の紙芝居、野菜のクイズ 

 
 

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

該当施設に関する情報の収

集・提供 

該当施設についての情報をホームページを通じて情報提

供します。 

食の安心・安全推進課 

取 組 の 実 績 評 価 Ａ 

○京都府ホームページ内に開設している「食と農の体験施設」ページにおいて、 

 地域別（京都市・山城・单丹・中丹・丹後）、内容別（食べる・作る・学ぶ・ 

 育てる）で情報提供を実施。 

 http://www.pref.kyoto.jp/syokuiku-spot/index.html 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 食に関する体験・学習できる施設等の情報提供 

http://www.pref.kyoto.jp/syokuiku-spot/index.html
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取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

食育に取り組む団体の食育

支援活動の登録と情報提供 

「きょうと食育ネットワーク」を通じて、府内で行われ

ている食育支援の活動を登録し、ホームページ等で情報提

供することで、食育に取り組むにあたって必要な情報を容

易に取徔できるようにします。 

【食育支援の取組】 

○ボランティア活動     ○企業・工房等の見学 

○講師の派遣        ○教材等の提供 

○農林漁業体験プログラム            等 

食の安心・安全推進課 

取 組 の 実 績 評 価 Ａ 

○「きょうと食育ネットワーク」において、会員団体及び「きょうとの食育」サポ

ート企業における食育支援の活動を登録し、ネットワークのホームページに掲載

することで情報提供を実施。 

 

 

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

食生活改善推進員による親

子料理教室等の取組支援 

食生活を通じた健康づくりのボランティア団体である食

生活改善推進員が、各地域でおやこ食育教室等に取り組む

にあたり、取組の支援や技術向上のためのリーダー研修会

を実施します。 

健康対策課（各保健

所） 

取 組 の 実 績 評 価 A 

○各保健所において、食生活改善推進員リーダーを対象とした研修会を１２回開催、 

延べ４０６名が参加。 

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

食育講座の開催 「きょうと食育ネットワーク」による料理教室等の食育

講座の開催を支援します。 

食の安心・安全推進課 

取 組 の 実 績 評 価 A 

○おやこ食育教室（食育５つの力） 

 平成24年6月～平成25年2月［京都府食生活改善推進員連絡協議会］ 

○農業体験教室（種まき、収穫･調理、収穫物の販売） 

 平成24年8月18日、11月10日、12月12日［京都府農協青壮年組織協

議会、越畑・樒原地区都市農村交流促進協議会］ 

○国際協同組合年記念事業＜食育体験企画＞（～宇治茶で茶・チャ・チャ～） 

 平成24年12月8日［京都府協同組合連絡協議会、＜協力＞（社）京都府茶業

会議所、JA京都中央会、京都生活協同組合、京都府生活協同組合連合会］ 

○ひらめき☆ときめきサイエンス（京で味わう精進料理） 

 平成24年12月16日［京都府立大学大学院生命研究科学研究科食事科学研究

室］ 

○いきいき健康フェア（お米と冬野菜を使った簡卖エコ料理） 

 平成25年2月10日［（公社）京都府栄養士会］ 

○親子体験食育教室（京野菜を練り込んだ麺の試食と手打ち麺の実習教室、京白丹

波大豆を使ったとうふの手づくり教室） 

 平成25年3月2日［（社）京都府食品産業協会、京都生活協同組合、京都府生

活協同組合連合会、京都府］ 

 
 
 
 
 
 

③ 親子料理教室等の開催 
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取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

親子など府民を対象にした

食育の推進 

地元産農水産物・農林漁業の理解や丹後の食文化を理解

する機会を提供するために、生産者や食生活改善推進員な

どの協力を徔て府民を対象にした（郷土食）料理教室を開

催します。 

丹後広域振興局、丹後

保健所、丹後教育局 

取 組 の 実 績 評 価 Ａ 

１２月７日大宮第３小学校にて小学生２０名、農業者４名指導によりたくあんづ

くり教室実施。 

 

 

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

特定給食施設等巡回指導・従

事者講習会などによる地域

の特色を活かした給食の提

供を支援 

給食を実施している施設で、地域の特色や工夫を活かし

た給食の提供ができるよう、保健所による給食施設巡回指

導時の個別相談により支援します。 

＜特定給食施設＞ 
健康増進法第 20 条では、特定かつ多数の者に対して

継続的に1回100食以上または1日250食以上の食
事を提供する施設。 
 ただし、府ではそれ以下の食数の施設に対しても指導
対象施設としている。 

健康対策課（各保健

所） 

取 組 の 実 績 評 価 A 

○特定給食施設等巡回指導時に、栄養指導員が個別相談に対応。 

○特定給食施設等の給食従事者、食育担当者等を対象とした講習会・研修会を 

１２回開催、 延べ４８９名が参加。 

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

生産者と学校を結ぶコーデ

ィネーターの育成 

学校・保育園給食への地元農林水産物の供給を拡大する

ため、地元の農林水産物の旬・生産状況と学校給食のニー

ズを把握し、生産者と学校の調整活動を行うコーディネー

ターを育成します。 

目標：育成研修会開催 ２回 

食の安心・安全推進課 

取 組 の 実 績 評 価 Ｂ 

○学校給食コーディネーター育成研修会１回開催。 

栄養教諭を対象に京都府の水産業について、市場及び加工場を見学し、地元漁業

関係者との意見交換を行うことで、京都府産の魚への理解が深まり、学校給食への

活用につながった。 

当初、地域ごとに分けて実施する予定であったが、合同開催としたため、開催回

数は１回となった。 

 

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

「まるごときょうとの日」学

校給食メニューコンテスト

の実施 

学校給食での地産地消の拡大と食育の推進を図るため、

「まるごときょうとの日」学校給食メニューコンテストを

実施します。 

食の安心・安全推進課 

 

取 組 の 実 績 評 価 Ｂ 

平成２５年から「まるごときょうとの日」推進事業がなくなるため、メニューコ

ンテストではなく、事例集を作成し、地産地消の拡大及び食育の推進を図っていく。 

 

④ 地場産物の活用や郷土料理・行事食など地域の特色をいかした給食・調理実習の実施 
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取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

地場産物を取り入れた学校

給食の促進 

学校給食への地場産物の活用とともに、郷土食、行事食

など取り入れることによって、子どもたちに地元産物や食

文化への理解を深め、郷土への関心を高めます。 

保健体育課 

取 組 の 実 績 評 価 Ａ 

○「栄養教諭を中核とした食育推進事業」、「食に関する指導充実事業」等の取組

により、地場産物の活用など地域の特色を生かした学校給食等について実践的研

究に取り組み、研修会や公開授業、発表会等で他の学校に成果を普及した。 

○農林水産部の学校給食において使用する農林水産物はすべて京都府産を使用する

「まるごときょうとの日」推進事業に７市町（組合）教育委員会が取り組んだ。 

 

  

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

食生活改善推進員活動の支

援（リーダー研修会の実施） 

保健所は、食生活改善推進員のリーダー層に研修会を行

い、食育に関する最新知識や事例共有などの機会を提供し、

効果的な活動が展開されるよう支援します。 

健康対策課（各保健

所） 

取 組 の 実 績 評 価 A 

○各保健所において、食生活改善推進員リーダーを対象とした研修会を１２回開催、 

延べ４０６名が参加。 

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

食育に取り組む団体の食育

支援活動の登録と情報提供 

 

 再掲（１）ア ②  

「きょうと食育ネットワーク」を通じて、府内で行われ

ている食育支援の活動を登録し、ホームページ等で情報提

供することで、食育に取り組むにあたって必要な情報を容

易に取徔できるようにします。 

【食育支援の取組】 

○ボランティア活動     ○企業・工房等の見学 

○講師の派遣        ○教材等の提供 

○農林漁業体験プログラム            等 

食の安心・安全推進課 

取 組 の 実 績 評 価 Ａ 

○「きょうと食育ネットワーク」において、会員団体及び「きょうとの食育」サポ

ート企業における食育支援の活動を登録し、ネットワークのホームページに掲載

することで情報提供を実施。 

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

食育講座の開催 

 再掲（１）ア ③  

「きょうと食育ネットワーク」による料理教室等の食育

講座の開催を支援します。 

食の安心・安全推進課 

取 組 の 実 績 評 価 A 

○おやこ食育教室（食育５つの力） 

 平成24年6月～平成25年2月［京都府食生活改善推進員連絡協議会］ 

○小学校での食育活動（地元の農業を知り、旬の野菜を味わう） 

 平成24年7月18日、10月23日、11月27日、平成25年2月25日、

26日［乙訓地域生活研究グループ連絡協議会］ 

○農業体験教室（種まき、収穫･調理、収穫物の販売） 

 平成24年8月18日、11月10日、12月12日［京都府農協青壮年組織協

議会、越畑・樒原地区都市農村交流促進協議会］ 

⑤ 食生活改善推進員や生活研究グループ、生産者等地域の食の専門家の協力を得た食育の取組 
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○国際協同組合年記念事業＜食育体験企画＞（～宇治茶で茶・チャ・チャ～） 

 平成24年12月8日［京都府協同組合連絡協議会、＜協力＞（社）京都府茶業

会議所、JA京都中央会、京都生活協同組合、京都府生活協同組合連合会］ 

○親子体験食育教室（京野菜を練り込んだ麺の試食と手打ち麺の実習教室、京白丹

波大豆を使ったとうふの手づくり教室） 

 平成25年3月2日［（社）京都府食品産業協会、京都生活協同組合、京都府生

活協同組合連合会、京都府］ 

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

地域の人材を活用した体験

学習等の実施 

 再掲（１）ア ①  

「栄養教諭を中核とした食育推進事業」において、地域の

他校種の学校や関係機関と連携を図り、地元の食に関する

体験学習等を取り入れながら食育を推進します。 

保健体育課 

取 組 の 実 績 評 価 Ａ 

○各学校では、地域の生産者や関係団体等と連携し、作物栻培や調理実習等の体験

学習を実施している。 

○「栄養教諭を中核とした食育推進事業」の指定地域においては、地域の食生活推

進員の協力を徔て調理実習や生産者を招いての招待給食、栻培体験等の取組によ

り、子どもたちに地元の産物や食文化への理解を深め、郷土への関心を高めた。

併せて、研修会の実施や冊子を作成・配布し、その成果を普及した。 

 

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

栻培から加工まで一環した

食育 

農産加工グループの協力を徔て、地元の小学生に、大豆

栻培から味噌加工までを一貫して指導し、農業生産や食の

大切さを伝えます。   

单丹広域振興局（農林

商工部） 

取 組 の 実 績 評 価 Ａ 

○食育活動を行う農産加工グループや作物の栻培等、食育活動に取り組む学校に対

し支援を実施。 

①大豆のは種、大豆の収穫、収穫した大豆で白みそ作り、熟成した白みそで「雑 

煮」試食、以上計４回開催。地元小学５年生２８人に農産加工グループの協 

力を徔ながら、大豆栻培から味噌加工までの一環した食育指導を実施。 

小学生からは、「大豆の種まきは楽しかった」「白みそ作りは初めてで良い体 

験になった」、また、白みそで作った雑煮は「甘くて美味しい」などの声を聞 

くことができた。 

②大豆のは種、収穫の2回開催。地元小学校3年生の90人に大豆のは種から収 

穫体験までの栻培管理面を農家とともに支援。大豆のは種や収穫体験は自然に 

触れる良い機会となり、「大豆の加工品で好きなものは何ですか」の質問に「納 

豆」「お豆腐」等の答えが返ってきた。大豆製品を身近に感じて食しているこ 

とがうかがえた。 

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

親子など府民を対象にした

食育の推進 

 

 再掲（１）ア ③  

地元産農水産物・農林漁業の理解や丹後の食文化を理解

する機会を提供するために、生産者や食生活改善推進員等

の協力を徔て府民を対象にした（郷土食）料理教室を開催

します。 

食育フォーラムの開催等 

丹後保健所 

取 組 の 実 績 評 価 Ａ 

食育フェスタを開催し、親子連れを中心に食育体験を通じて楽しく食を学ぶ取組

ができた。 
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取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

採用選考試験等の実施 専門性を有する栄養教諭の新規採用枠を引き続き設ける

など、積極的に配置を促進します。 

教職員課 

取 組 の 実 績 評 価 Ａ 

○今年度、栄養教諭６名を新規採用し、全体で８７名（京都市除く）の配置数とな

った。 

 

 

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

特定給食施設等巡回指導・従

事者講習会など 

保健所が実施する特定給食施設等巡回指導や従事者講習

会の開催などにより、献立や食育に関する知識普及・情報

提供等を行い、給食施設従事者の意識の向上を図ります。 

健康対策課（各保健

所） 

取 組 の 実 績 評 価 A 

○保育所等の特定給食施設等へ訪問指導を、９０施設実施。 

○特定給食施設等の給食従事者、食育担当者等を対象とした講習会・研修会を 

１２回開催、 延べ４８９名が参加。 

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

教職員研修の充実 初任者・新規採用者への研修を実施するとともに、教育

局別研修会などを開催することによって、学校における食

育を推進するための教職員の意識向上及び資質向上を図り

ます。 

保健体育課 

取 組 の 実 績 評 価 Ａ 

○初任者・新規採用者研修をはじめ、「栄養教諭を中核とした食育推進事業」研修

会、府学校給食研究協議大会や教育局別の食育・学校給食研修会等において教職

員の食育推進に対する意識が向上するように研修を実施した。 

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

保育所（園）・幼稚園給食の

野菜もりもりレシピ集を活

用した研修会の開催 

食育の媒体となる「給食」について、保育所等で提供さ

れている野菜たっぷり料理を集めて作成した「野菜もりも

りレシピ集」を活用し、献立交流を行うことにより、保育

所や家庭における野菜の摂取量増加を図ります。 

（目標 ２回） 

山城北保健所 

取 組 の 実 績 評 価 Ａ 

７月及び１月に研修会を開催。（参加者 計２８名）７月は、「春夏野菜」を使

った献立交流、１月は「秋冬野菜」を使った献立交流を行い、各保育所において、

野菜摂取量増加の他、更に充実した献立が作成できる一助となった。 

 
 
 
 
 
 
 

⑥ 食に関する指導と給食の管理を行う栄養教諭の配置拡充、採用の維持 

⑦ 食育に関する教職員の意識向上及び資質向上 
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取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

乙訓学校給食研究大会の開

催 

乙訓管内の学校給食実施校及び各市町教育委員会の学校

給食関係者を対象として、乙訓学校給食研究会と連携し、

学校給食における管理運営・栄養管理や調理・食に関する

指導についての諸問題を研究協議し学校給食の安全性の確

保を図るとともに、健康教育の一環としての学校給食のよ

り一層の充実と食育の推進を図るため、研修会を開催しま

す。 

○7月31日（火）長岡京市立中央公民館 

乙訓教育局 

取 組 の 実 績 評 価 Ａ 

日 時：平成２４年７月31日（火） 13時30分～16時45分 

場 所：長岡京市立中央公民館 

参加者：学校給食関係者 約120名 

内 容：講 演「歯科医がすすめる食育」 

    「なかおか小児歯科クリニック」 院長 仲岡佳彦 

    研究発表「食に関する指導について」 

        「食に関する指導の充実をめざして」 

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

山城地方食育・学校給食研究

協議会の開催 

山城管内の学校、学校給食共同調理場及び市町（広域連
合）教育委員会の教職員・調理員等学校給食関係者が食に
関する指導についての理解を深め、学校教育活動全体を通
じた食育の推進を図るとともに、学校給食の管理及び運営
並びに食に関する指導について研究協議し、学校給食の安
全性の確保と健康教育に関する指導のより一層の充実を図
ります。 
○平成２４年７月下旬開催予定 

山城教育局 

取 組 の 実 績 評 価 Ａ 

参加人数：237名 

講演等を行い、食生活環境の変化に見られる現代の課題とこれからの食育につい

て考える機会となった。学校給食の果たす役割を再認識するとともに、学校教育活

動全体を通じた食育の必要性を確認した。 

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

单丹地区食育・学校給食研究

協議会の開催 

单丹管内の幼・小・中・府立学校・学校給食センター・

市町教育委員会等の教職員及び調理員等が、食に関する指

導や管理運営についての実践交流や家庭、地域社会、関係

機関との連携による食育の推進について学び合い、安心・

安全で、かつ生涯にわたる健康づくりの基盤となる学校給

食の充実と、学校教育活動全体を通じた食育の推進を図り

ます。 

○８月上旬実施予定（会場の詳細は未定） 

单丹教育局 

取 組 の 実 績 評 価 Ａ 

○８月１０日に、单丹地区食育・学校給食研究協議会を開催。(参加者：約120名)

小学校からは、安心・安全な給食を提供するための取組や地域との交流をとおし

た食育教育についての実践発表を、また、「弁当の日」提唱者の竹下和男氏から

『「ごちそうさま」もらったのは命のバトン』と題して講演いただいた。 
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取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

中丹地区食育・学校給食研究

大会の開催 

中丹管内の給食実施校、学校給食共同調理場及び各市教

育委員会の担当者が学校給食の管理及び運営並びに指導に

ついて研究協議し、学校給食の安全性の確保・食中每の防

止・食に関する指導の一層の充実を図ります。 

○７月～８月 福知山市（詳細な会場は未定） 

目標値：２４年度 計１回 

中丹教育局 

取 組 の 実 績 評 価 A 

平成24年度中丹地区食育・学校給食研究大会を以下のとおり実施。 

１ 日時：平成24年８月３日（金）午後１時30分～午後４時30分 

２ 場所：大江町総合会館イベントホール（福知山市大江町河守285番地） 

３ 参加人数：100名 

【成果】 

様々な所属・立場の参加者がいる中、講演や実践発表を通して、食育の重要性、

学校給食における衛生管理、食育の取組等をバランスよく研修してもらうことがで

きた。また、学校教育全体を通じて、組織的・系統的に食育を推進すること、家庭・

地域と連携した食育を展開することを再確認できる機会となった。 

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

丹後地方食育・学校給食研修

会の開催 

丹後管内の学校・学校給食センター・市町（組合）教育

委員会の教職員・調理従事員・関係職員を受講対象者とし、

管内における取組報告や研究協議を行うことにより、食に

関する指導についての理解を深め、食に関する指導計画に

基づいた学校教育活動全体を通じた食育の推進を図る。 

○８月頃実施予定 

丹後教育局 

取 組 の 実 績 評 価 Ａ 

○丹後地方食育・学校給食研修会を実施 

 日時：平成24年７月27日（金） 

 参加者数：１５３名 

 内容：・課題提起「丹後の子ども達の生活習慣に見られる現状と課題」 

      丹後教育局 吉岡社会教育为事兼指導为事  

    ・講演「現代社会における食生活の現状と課題」 

      丹後保健所 熊谷技師 

    ・実践発表「からだも元気 こころも元気～望ましい生活習慣を身に付け、

意欲的に学ぶ児童の育成を目指して～」 

      不謝野町立岩滝小学校 竹中栄養教諭 

 为催：京都府教育委員会・京都府学校給食研究会 

 为管：丹後教育局・不謝地方学校給食研究会・京丹後市学校給食研究会 

 後援：丹後地方教育委員会連合会・（財）京都府学校給食会 

 アンケート結果：研修内容に対する理解度88.1％ 
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（１） 世代に応じた食育の推進   

 

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

特定給食施設等従事者講習

会 

特定給食施設等従事者講習会の場を活用し、情報提供や

施設間の交流の場を提供することで、連携した食育を推進

します。 

健康対策課（各保健

所） 

取 組 の 実 績 評 価 A 

○特定給食施設等の給食従事者、食育担当者等を対象に実施した講習会・研修会の

中で、施設間同士の情報交換や交流の場を設定。 

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

校種間連携による食育の推

進 

「栄養教諭を中核とした食育推進事業」において、地域

の他校種の学校や関係機関と連携を図り、地元の食に関す

る体験学習等を取り入れながら食育を推進します。 

保健体育課 

取 組 の 実 績 評 価 Ａ 

○「栄養教諭を中核とした食育推進事業」の指定校においては、幼・小・中合同の

研修会の開催や、地域の高校生が加工したウインナーやアイスクリーム等を学校

給食に取り入れるなどの校種間の連携を図り、系統的・計画的な食育の推進を図

っている。併せて、研修会の実施や報告冊子を作成・配布しその成果を普及した。 

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

学校給食や学生食堂におけ

る地元産食材の利用と食育

の推進 

「まるごときょうとの日」推進事業の推進や、各種学校

における食育・地産地消関連資料の掲示等を通じて、学生・

生徒や学校への食育・地産地消の推進を図ります。 

单丹広域振興局 

（農林商工部） 

取 組 の 実 績 評 価 Ａ 

○「まるごときょうとの日」推進事業を京丹波町の６校で合計４回実施。事業実施 

にあたり町の産業振興課・保健福祉課・教育委員会を参集した協議を行い、京丹 

波町食育推進計画の策定に向けた動きの契機となった。（H26年10月策定予定） 

○NPO法人、亀岡市と連携し、「低炭素型 食の好循環づくり事業」の一環として、 

生産者と大学・社員食堂のマッチングを２件実施。地産地消関連の資料を掲示し 

啓発を実施。 

①亀岡の生産組織と大学の連携により、学生食堂においてサラダバーイベントを 

開催 

②朝市と地元企業との連携により、通年で地元産野菜を使用できる体制づくりを 

構築 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑧ 他校種（幼・保、小、中、高等）と連携した食育の推進 
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（１） 世代に応じた食育の推進   

組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

小学校、高校、大学が連携し

た「パートナースクール事

業」の実施 

京丹波町立小学校と須知高校と京都大学大学院の校種の

異なる三者が連携し、京都大学が持つ知的資源を須知高校

の食品科学科の持つ「食」を中心とした農業教育等に生か

しながら、それらの教育資源を地域の小学校に普及するこ

とによって、地域全体の食育推進へと繋げるとともに、京

都丹波の地域の絆を深める機会とします。 

单丹教育局 

取 組 の 実 績 評 価 Ａ 

○京丹波町立丹波ひかり小学校と須知高校と京都大学大学院が連携し、トウモロコ 

シの種まきから収穫までを体験し、お世話になっている方々に、実際に自分たち 

で育てたトウモロコシを使った料理をレストラン形式で提供。（全４回：参加者 

延べ280名） 

食卓に上るまでの全課程を実体験することにより、「食」に関わる人への感謝の 

気持ちが深まるとともに、須知高校食品科学科の生徒にとって、学びに対する自 

信と意欲の向上につながった。 

 

 

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

特定給食施設等巡回指導・従

事者講習会など 

 再掲（１）ア ⑦  

保健所が実施する特定給食施設等巡回指導や従事者講習

会の開催などにより、献立や食育に関する知識普及・情報

提供等を行い、給食施設従事者の意識の向上を図ります。 

健康対策課（各保健

所） 

取 組 の 実 績 評 価 A 

○保育所等の特定給食施設等へ訪問指導を、９０施設実施。 

○特定給食施設等の給食従事者、食育担当者等を対象とした講習会・研修会を 

１２回開催、 延べ４８９名が参加。 

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

出前講座への対応 望ましい食習慣について啓発を図るため、保健所などか

らの出前講座を実施します。 

健康対策課（各保健

所） 

取 組 の 実 績 評 価 A 

○食に関する出前講座を１２回実施、１，６２８名が参加 

（テーマ例）食の達人をめざして、生活習慣病予防と食事、食事と健康講座 

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

「こどもたちのための食と

環境講座」の実施 

地域の農林水産業やその環境が果たす役割についての理

解促進を図るため、小・中学校などからの要請に基づいた

出前講座を実施します。 

農政課 

取 組 の 実 績 評 価 A 

平成２５年３月末日までに計５４回開催済み。(農業３３回、林業１５回、水産業６

回)（参加者 約1,899名）  

 
 
 
 
 
 
 

⑨ あらゆる機会を通じた「食」に関する指導 
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（１） 世代に応じた食育の推進   

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

学校での水産教室の開催 子どもたちの水産物に対する興味を喚起し、理解を深め

るため、京都府の職員が各種学校へ出向き、講義を行いま

す。 

水産課 

取 組 の 実 績 評 価 Ａ 

○「出前語らい」として、水産職員が出張授業を計４回（小学校４校）開催。 

  出席児童 計１４９名 

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

学校給食を活用した食育の

推進 

学校給食を生きた教材として活用し、給食の時間や関連

教科等での指導を通じて、子どもたちに食への関心を持た

せ、栄養バランスのとれた食事をとる自己管理能力を身に

付けさせます。 

保健体育課 

取 組 の 実 績 評 価 Ａ 

○学校給食実施校では、学校給食を生きた教材として活用し、食に関する指導を実

施している。 

○「栄養教諭を中核とした食育推進事業」、「食に関する指導充実事業」を実施す

る中で、実践中心校では実践研究を行うとともに、その成果を公開授業、発表会

等により他の学校へ普及した。 

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

地域で生産される京野菜等

について食育教室を開催 

学校等に出向き地元特産物の栻培や調理方法を講義しま

す。  

单丹広域振興局（農林

商工部） 

取 組 の 実 績 評 価 Ａ 

○全２回開催。農家栻培者に調理方法や実習の説明方法等について支援を実施。 

①農業体験の中学生１６０人に、みず菜・伏見とうがらしの栻培についてほ場で 

説明し、収穫体験を実施。収穫したみず菜・伏見とうがらしの調理方法につい 

て農家自らが説明し、調理実習を実施。生徒数が多く、作業分担が大変だった 

が手際よく調理実習を進められた。参加した中学生からは「京野菜の美味しさ 

を実感しました」等の声があった。 

②大学生６０人が京野菜のみず菜・伏見とうがらしの収穫から調理、試食までを 

体験。「みず菜はシャキシャキして歯切れが良い」「伏見とうがらしは甘い」 

等の声が聞けた。 

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

食育キャラクターの普及と

活用 

丹後の食育キャラクター「たべお君」と「いく子ちゃん」

の普及と活用をインターネット等を通じて図ります。 

  たべお君         いく子ちゃん 

 

 

 

 

 

 

 

丹後保健所 

取 組 の 実 績 評 価 Ａ 

○保健所ホームページに掲載 

○農業研究所施設公開デー、食育フェスタ、健康フォーラムin丹後の食育コーナー

にて啓発を実施。 
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（１） 世代に応じた食育の推進   

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

子どもとお母さんのための

お魚媒体の普及と活用 

お魚キャラクター「ぎょ 

っピー南士」と魚の模型、 

魚の部位と食べ方、子ども 

とお母さんのためのリーフ 

レットの普及と活用をイン 

ターネットや保育所指導等 

を通じて図ります。 

丹後保健所 

取 組 の 実 績 評 価 Ａ 

○保健所ホームページに掲載 
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（１） 世代に応じた食育の推進   

 

 
 

 
 

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

食情報提供店への加入促進 事業所や大学の食堂等で栄養成分表示やヘルシーメニュ

ーを提供されるよう保健所は事業为に働きかけ、栄養のア

ドバイスや健康づくり情報の提供等の支援を行います。 

また、加入事業所を、府のホームページ等で広報します。 

健康対策課（各保健

所） 

取 組 の 実 績 評 価 A 

○加入店舗数 ５３６店舗（Ｈ25.3末現在） 

各保健所から飲食店や事業所、食堂へ加入の呼びかけを行った。 

 
 
 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

料理教室の開催 学生食堂等と連携し、大学生を対象とした料理教室を開

催します。 

食の安心・安全推進課 

取 組 の 実 績 評 価 Ａ 

○京都大学生活協同組合・大阪ガス(株)と連携した料理教室の開催（３回） 

京都大学生活協同組合とその学生委委員会である「あらんじぇ」を为体に、大阪

ガス(株)と協力して、３者で料理教室を開催。 

学生自らが企画し、学生でもわかりやすく、自炊をする気になれるような工夫を

しながら、「ごはんに合うおかず」「野菜」「魚」の３つのテーマに沿って実施。

自炊をする人が増えるなどの成果があった。 

第1回：テーマ「ごはんに合うおかず」 平成24年  5月26日 19名 

第2回：テーマ「野菜」         平成24年10月27日 24名 

第3回：テーマ「魚」          平成24年12月15日 24名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○京都聖母女学院短期大学・(株)丌二家商事と連携した料理教室の開催（１回） 

 京都聖母女学院短期大学にて、おばんざい弁当づくりの教室を開催。 

食物栄養学科の生徒が多く参加。弁当をつくる際のポイントや盛りつけのコツを

学びながら、色鮮やかなお弁当をつくりあげた。（平成24年7月７日 16 名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 援農ボランティア活動等を通じた学生の農林漁業体験の推進 

イ 学生等若い世代の食育支援 

② 生協等の学生食堂と連携した｢朝ごはんを毎日食べる｣運動等の展開、郷土料理・行事食提供の推進 

③ 大学と連携した食育の推進 
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（１） 世代に応じた食育の推進   

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

献血時における大学生等を

対象にした栄養相談 

大学での献血等の機会を利用した栄養相談・食生活指導
を(社)京都府栄養士会の協力を徔て実施します。 

目標値：平成２４年度 計２５回 

薬務課 

取 組 の 実 績 評 価 A 

○栄養相談・食生活指導を25回実施。 

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

料理教室の開催 
 再掲（１）イ ②   

学生食堂等と連携し、大学生を対象とした料理教室を開
催します。 

食の安心・安全推進課 

取 組 の 実 績 評 価 Ａ 

○京都大学生活協同組合・大阪ガス(株)と連携した料理教室の開催（３回） 

京都大学生活協同組合とその学生委委員会である「あらんじぇ」を为体に、大阪

ガス(株)と協力して、３者で料理教室を開催。 

学生自らが企画し、材料を使い回せるように2種類のレシピを紹介したり、野菜 

の保存方法についてクイズ形式で伝える等、学生でもわかりやすく、料理をする気

になれるような工夫をしながら、料理教室を開催。野菜の摂取量を意識する人や自

炊をする人が増加するなどの効果があった。 

 

第1回：テーマ「ごはんに合うおかず」 平成24年  5月26日 19名 

第2回：テーマ「野菜」         平成24年10月27日 24名 

第3回：テーマ「魚」          平成24年12月15日 24名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○京都聖母女学院短期大学・(株)丌二家商事と連携した料理教室の開催（１回） 

 京都聖母女学院短期大学にて、おばんざい弁当づくりの教室を開催。 

食物栄養学科の生徒が多く参加。弁当をつくる際のポイントや盛りつけのコツを

学びながら、色鮮やかなお弁当をつくりあげた。（平成24年7月７日 16 名） 
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取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

「京都米の良さ発見！」提案

の募集 

京都府米食推進協会が、管理栄養士、栄養士をめざして
いる京都の大学、短大、専門学校で学ぶ学生を対象に京都
米全般に関する事業提案及び米をはじめとする地域の特産
物の特徴や食文化に関する調査研究を通じて、学生に京都
米の良さを再発見してもらうとともに、その提案を活用し
て府民に対して京都米や地域の特産物の知識を広げる活動
を行います。 

農産課 

取 組 の 実 績 評 価 Ａ 

２４年度は３作品の提案があり、表彰及び報告会を開催し、京都米の PR 手法の

提案や、宮津市、舞鶴市等の地域をPRするための提案などが高く評価された。 

 また、提案内容について冊子を作成し、イベント等で配布した。 

 
 
 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

食育講座の開催 

 再掲（１）ア ③  

「きょうと食育ネットワーク」による料理教室等の食育

講座の開催を支援します。 

食の安心・安全推進課 

取 組 の 実 績 評 価 Ａ 

○農業体験教室（種まき、収穫･調理、収穫物の販売） 

 平成24年8月18日、11月10日、12月12日［京都府農協青壮年組織協

議会、越畑・越畑・樒原地区都市農村交流促進協議会］ 

 

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

特用林産物の栻培体験等 きのこ栻培の体験を通じ、森林の恵みである特用林産物

を食することへの関心を高めます。 

目標値：きのこ栻培等体験教室 ２回 

林務課 

取 組 の 実 績 評 価 Ａ 

きのこ栻培体験教室を４回開催。（参加者：１２０人） 

 

 

 

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

該当施設に関する情報の収

集・提供 

 再掲（１）ア ②  

該当施設についての情報をホームページを通じて情報提

供します。 

食の安心・安全推進課 

取 組 の 実 績 評 価 Ａ 

○京都府ホームページ内に開設している「食と農の体験施設」ページにおいて、  

地域別（京都市・山城・单丹・中丹・丹後）、内容別（食べる・作る・学ぶ・育

てる）で情報提供を実施。 

 http://www.pref.kyoto.jp/syokuiku-spot/index.html 

④ 親子農林漁業体験の推進 

⑤ 食に関する体験・学習ができる施設等の情報提供 

http://www.pref.kyoto.jp/syokuiku-spot/index.html
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取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

意見交換・シンポジウムの開

催 

食の安全に関する施策や取組について、消費者及び生産

者等と各広域振興局ごとに意見交換を行うとともに、消費

者及び生産事業者等と協働して食の安心・安全シンポジウ

ムを開催し、食品の安全性に関する知識を啓発します。 

食の安心・安全推進課 

取 組 の 実 績 評 価 Ａ 

○食の安心・安全意見交換会を各広域振興局内及び京都市内で計５回開催。 

（それぞれ10～50名程度の参加者） 

○きょうと食の安心・安全フォーラム開催（1回） 

 開催日：平成25年1月28日（月） 

 

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

食育講座の開催 

 

 再掲（１）ア ③  

「きょうと食育ネットワーク」による料理教室等の食育

講座の開催を支援します。 

食の安心・安全推進課 

取 組 の 実 績 評 価 A 

○農業体験教室（種まき、収穫･調理、収穫物の販売） 

 平成24年8月18日、11月10日、12月12日［京都府農協青壮年組織協

議会、越畑・越畑・樒原地区都市農村交流促進協議会］ 

○食文化講座（京都米の稲刈り、千両なすの収穫、エビイモの産地での農家との交

流等） 

 平成24年10月20日［京都府米食推進協会］ 

○国際協同組合年記念事業＜食育体験企画＞（～宇治茶で茶・チャ・チャ～） 

 平成24年12月8日［京都府協同組合連絡協議会、＜協力＞（社）京都府茶業

会議所、JA京都中央会、京都生活協同組合、京都府生活協同組合連合会］ 

○親子体験食育教室（京野菜を練り込んだ麺の試食と手打ち麺の実習教室、京白丹

波大豆を使ったとうふの手づくり教室） 

 平成25年3月2日［（社）京都府食品産業協会、京都生活協同組合、京都府生

活協同組合連合会、京都府］ 

 

 

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

食育強化月間における関係

団体と連携した啓発 

「きょうと食育ネットワーク」が「朝ごはんを食べよう」

を統一テーマとして定めている「きょうと食育強化月間

（11 月）」において、府内各団体と連携した啓発活動を

行います。 

食の安心・安全推進課 

取 組 の 実 績 評 価 Ａ 

○きょうと食育フォーラム（平成24年11月10日）にて、食のスクラップコン

クール受賞作品の掲示やきょうと食育ネットワークサポート企業等の食育に関す

る取組の展示を実施。 

○京都府農林水産フェスティバル201２（平成24年12月1日、2日）にて、

京都府食生活改善推進員連絡協議会と連携し、食育コーナーを設置。 

 
 
 
 
 
 

⑥ 生産現場での意見交換等の生産者と消費者との交流の促進 

⑦ きょうと食育ネットワーク会員の連携による食育の推進 
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取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

スーパーマーケット等での

食育啓発活動 

食生活相談コーナーの設置、パネル展示等による食育啓

発活動をスーパー等で実施します。 

目標：年４回実施 

食の安心・安全推進課 

取 組 の 実 績 評 価 Ａ 

○府内のスーパーマーケット等にて、食育啓発コーナーを設置（年４回開催） 

  実施日：平成24年9月22日、10月20日、 

平成25年1月19日、2月16日 

  内 容：食生活相談コーナー 

食育クイズ・体験コーナー 

展示・啓発コーナー 

  協 力：（公社）京都府栄養士会 

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

きょうと地産地消・食育応援

レシピの活用促進 

 「きょうと地産地消・食育応援レシピ」（23年度発行）

がスーパー店頭で活用されるよう促すとともに、新たなレ

シピ開発をすすめます。 

食の安心・安全推進課 

取 組 の 実 績 評 価 Ａ 

「きょうと地産地消・食育応援レシピ」のＰＲを行うとともに、新たに水産物を

使ったメニューを加え、「きょうと地産地消・食育応援レシピ２」を作成した。 

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

食育講座の開催 

 再掲（１）ア ③  

「きょうと食育ネットワーク」による料理教室等の食育

講座の開催を支援します。 

食の安心・安全推進課 

取 組 の 実 績 評 価 A 

○おやこ食育教室（食育５つの力） 

 平成24年6月～平成25年2月［京都府食生活改善推進員連絡協議会］ 

○食文化講座（京都府の農業と京都米、京野菜を使った調理実習など） 

 平成24年10月10日、平成25年3月5日［京都府米食推進協会］ 

○国際協同組合年記念事業＜食育体験企画＞（～宇治茶で茶・チャ・チャ～） 

 平成24年12月8日［京都府協同組合連絡協議会、＜協力＞（社）京都府茶業

会議所、JA京都中央会、京都生活協同組合、京都府生活協同組合連合会］ 

○ひらめき☆ときめきサイエンス（京で味わう精進料理） 

 平成24年12月16日［京都府立大学大学院生命研究科学研究科食事科学研究

室］ 

○いきいき健康フェア（お米と冬野菜を使った簡卖エコ料理） 

 平成25年2月10日［（公社）京都府栄養士会］ 

○親子体験食育教室（京野菜を練り込んだ麺の試食と手打ち麺の実習教室、京白丹

波大豆を使ったとうふの手づくり教室） 

 平成25年3月2日［（社）京都府食品産業協会、京都生活協同組合、京都府生

活協同組合連合会、京都府］ 
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取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

地域・職域連携推進会議 保健所における地域・職域連携推進会議を通じて、事業

所等が行う各種保健指導等に役立つ食生活改善の情報提供

を行います。 

＜地域・職域連携推進会議＞ 

 地域保健と職域保健の間の健康情報の共有や保健事業の

実施に要する社会資源の相互活用などを通じて、地域・職

域の連携体制を構築し、生涯を通じた継続的な健康支援を

図るための会議 

健康対策課（各保健

所） 

取 組 の 実 績 評 価 A 

○各保健所において、地域・職域連携推進会議を開催し、食生活改善に関する情報

提供を行った。 

⑧ 職場での料理教室の推進 

⑨ 健康診査結果を活用した生活習慣病予防の取組の推進 
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取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

地域・職域連携推進会議 

 

 再掲（１）イ ⑨  

保健所における地域・職域連携推進会議を通じて、事業

所等が行う各種保健指導等に役立つ食生活改善の情報提供

を行います。 

＜地域・職域連携推進会議＞ 

 地域保健と職域保健の間の健康情報の共有や保健事業の

実施に要する社会資源の相互活用などを通じて、地域・職

域の連携体制を構築し、生涯を通じた継続的な健康支援を

図るための会議 

健康対策課（各保健

所） 

取 組 の 実 績 評 価 A 

○各保健所において、地域・職域連携推進会議を開催し、食生活改善に関する情報

提供を行った。 

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

働きざかり世代への食を通

じた健康づくり 

 多忙なため生活習慣の多くに課題を抱える働きざかり世
代が健診受診や保健行動に結びつけられるよう、管内事業
所従事者へ向けた食育事業を実施します。 
 目標：年４回以上 

单丹保健所 

取 組 の 実 績 評 価 Ａ 

○事業所健診会場において、「食と自分の健康」を考えることのできる体験型健康 

コーナーを開設し、多くの参加者があった。 

 

 

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

健康ばんざい京のおばんざ

い弁当シリーズの取組 

「健康ばんざい京のおばんざい弁当シリーズ」の取組を

弁当製造業者等に働きかけ、京のおばんざい弁当の普及を

図ります。 

 また、京のおばんざい弁当普及推進協議会が、ホームペ

ージや各種イベント等の様々な機会を通じて、積極的に広

報・普及を行います。 

健康対策課 

取 組 の 実 績 評 価 A 

○認定数：１８種類（累計 ２３１種類） 

 販売数：約１万８千食 （累計 約９９万８千食） 

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

「たんとおあがり京都府産」

施設（京都府産農産物利用推

進施設）の認定 

 地元農産物の利用に意欲的な病院・福祉施設、社員食堂、

大学食堂を対象に認定章の交付を行い、意欲の向上を図り

ます。 

食の安心・安全推進課 

取 組 の 実 績 評 価 Ａ 

○平成2５年３月末現在認定施設数 12９施設（平成24年度19施設を新規認定） 

 ・認定章交付式において、京都府の水産物について情報提供。 

 ・認定施設の広報（京都府ホームページへの掲載、イベント等でパネル展示） 

 

① 健康診査結果を活用した生活習慣病予防の取組の推進 

ウ 中年の食育支援 

② 企業食堂と連携した郷土料理・行事食提供の推進 
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取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

食育強化月間における関係

団体と連携した啓発 

 

 再掲（１）イ ⑦  

「きょうと食育ネットワーク」が「朝ごはんを食べよう」

を統一テーマとして定めている「きょうと食育強化月間

（11 月）」において、府内各団体と連携した啓発活動を

行います。 

食の安心・安全推進課 

取 組 の 実 績 評 価 Ａ 

○京都府農林水産フェスティバル201２（平成24年12月1日、2日）にて、

京都府食生活改善推進員連絡協議会と連携し、食育コーナーを設置。 

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

スーパーマーケット等での

食育啓発活動 

 再掲（１）イ ⑦  

 食生活相談コーナーの設置、パネル展示等による食育啓

発活動をスーパー等で実施します。 

 目標：年４回実施 

食の安心・安全推進課 

取 組 の 実 績 評 価 Ａ 

○府内のスーパーマーケット等にて、食育啓発コーナーを設置（年４回開催） 

  実施日：平成24年9月22日、10月20日、 

平成25年1月19日、2月16日 

  内 容：食生活相談コーナー 

食育クイズ・体験コーナー 

展示・啓発コーナー 

  協 力：（公社）京都府栄養士会 

 

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

きょうと地産地消・食育応援

レシピの活用促進 

 再掲（１）イ ⑦  

 「きょうと地産地消・食育応援レシピ」（23年度発行）

がスーパー店頭で活用されるよう促すとともに、新たなレ

シピ開発をすすめます。 

食の安心・安全推進課 

取 組 の 実 績 評 価 Ａ 

「きょうと地産地消・食育応援レシピ」のＰＲを行うとともに、新たに水産物を

使ったメニューを加え、「きょうと地産地消・食育応援レシピ２」を作成した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 職場での料理教室の推進 

④ きょうと食育ネットワーク会員の連携による食育の推進 
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取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

食育講座の開催 

 再掲（１）ア ③  

「きょうと食育ネットワーク」による料理教室等の食育

講座の開催を支援します。 

食の安心・安全推進課 

取 組 の 実 績 評 価 A 

○おやこ食育教室（食育５つの力） 

 平成24年6月～平成25年2月［京都府食生活改善推進員連絡協議会］ 

○食文化講座（京都府の農業と京都米、京野菜を使った調理実習など） 

 平成24年10月10日、平成25年3月5日［京都府米食推進協会］ 

○国際協同組合年記念事業＜食育体験企画＞（～宇治茶で茶・チャ・チャ～） 

 平成24年12月8日［京都府協同組合連絡協議会、＜協力＞（社）京都府茶業

会議所、JA京都中央会、京都生活協同組合、京都府生活協同組合連合会］ 

○ひらめき☆ときめきサイエンス（京で味わう精進料理） 

 平成24年12月16日［京都府立大学大学院生命研究科学研究科食事科学研究

室］ 

○いきいき健康フェア（お米と冬野菜を使った簡卖エコ料理） 

 平成25年2月10日［（公社）京都府栄養士会］ 

○親子体験食育教室（京野菜を練り込んだ麺の試食と手打ち麺の実習教室、京白丹

波大豆を使ったとうふの手づくり教室） 

 平成25年3月2日［（社）京都府食品産業協会、京都生活協同組合、京都府生

活協同組合連合会、京都府］ 
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取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

高齢者等への買い物支援 商店街団体等が実施する、高齢者等の買い物弱者の買い

物の利便を高め、生活の質の向上を図るとともに商店街の

振興につながる事業を支援する。 

目標値： ４事例 

商業・経営支援課 

取 組 の 実 績 評 価 Ｂ 

○H24年度は、１団体が、高齢者等の買い物弱者を対象とした、自宅と商業施設間

の無料送迎サービスを実施。 

○買い物支援サービスについては、商業ベースで採算を取ることは非常に困難であ

り、地域貢献として取り組むことが、徐々に商店街振興につながっていくという

視点が必要。 

そのため、商店街団体等が、地域の声を聞き、ニーズを把握するための協議組織

の設置・運営についても支援を行っている。（協議会の設置は２団体が実施） 

 
 
 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

ＳＫＹふれあいフェスティ

バルにおける高齢者の栄養

改善に係る普及啓発 

高齢者の健康づくり・介護予防について、広く一般府民

に理解を深めてもらうため、（公社）京都府栄養士会に委

託して栄養改善の普及啓発を実施する。 

高齢者支援課 

取 組 の 実 績 評 価 A 

○高齢者の健康・栄養と体の変化や食事バランスガイドなどのパネル展示や献立集

を配布するなど、栄養改善に係る普及啓発を実施。 

（実施日；9月15・16日、参加者数：４６６名） 

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

地域・職域連携推進会議 

 

 

 

 

 

 

 再掲（１）イ ⑨  

保健所における地域・職域連携推進会議を通じて、事業

所等が行う各種保健指導等に役立つ食生活改善の情報提供

を行います。 

＜地域・職域連携推進会議＞ 

 地域保健と職域保健の間の健康情報の共有や保健事業の

実施に要する社会資源の相互活用などを通じて、地域・職

域の連携体制を構築し、生涯を通じた継続的な健康支援を

図るための会議 

健康対策課（各保健

所） 

取 組 の 実 績 評 価 A 

○各保健所において、地域・職域連携推進会議を開催し、食生活改善に関する情報

提供を行った。 

 
 
 
 
 
 
 

 ① 社会福祉団体、商店街、流通事業者等と連携した調理実習体験や買い物弱者支援 

エ 高齢者の支援 

 ② 高齢者の生活を充実させるための活動支援 
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（１） 世代に応じた食育の推進   

 
 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

農山漁村伝承技能の登録・ 

認定 

 農山漁村地域において多年にわたり培われ、行われてき

た伝統的又は優れた生産・生活に係る技能を保持し、農林

水産業や地域振興に意欲を持って技能の伝承活動ができる

６５歳以上の府内在住者を登録している中、 極めて優れ

た技能の保持者については、京都府の「農の匠」、「山の

匠」、「海の匠」として認定し、京都府ホームページにお

いて、お名前と技能について紹介します。 

研究普及ブランド課 

取 組 の 実 績 評 価 A 

「農の匠」を４名、「山の匠」と「海の匠」を１名ずつ認定し、京都府ホームペー

ジで紹介した。 

 

 

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

食育強化月間における関係

団体と連携した啓発 

 

 再掲（１）イ ⑦  

「きょうと食育ネットワーク」が「朝ごはんを食べよう」

を統一テーマとして定めている「きょうと食育強化月間

（11 月）」において、府内各団体と連携した啓発活動を

行います。 

食の安心・安全推進課 

取 組 の 実 績 評 価 Ａ 

○京都府農林水産フェスティバル201２（平成24年12月1日、2日）にて、

京都府食生活改善推進員連絡協議会と連携し、食育コーナーを設置。 

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

スーパーマーケット等での

食育啓発活動 

 再掲（１）イ ⑦  

 食生活相談コーナーの設置、パネル展示等による食育啓

発活動をスーパー等で実施します。 

 目標：年４回実施 

食の安心・安全推進課 

取 組 の 実 績 評 価 Ａ 

○府内のスーパーマーケット等にて、食育啓発コーナーを設置（年４回開催） 

  実施日：平成24年9月22日、10月20日、 

平成25年1月19日、2月16日 

  内 容：食生活相談コーナー 

食育クイズ・体験コーナー 

展示・啓発コーナー 

  協 力：（公社）京都府栄養士会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ③ 技能や技術を活用した農業や料理の体験の場等における活動支援 

 ④ きょうと食育ネットワーク会員の連携による食育の推進 
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（１） 世代に応じた食育の推進   

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

食育講座の開催 

 再掲（１）ア ③  

「きょうと食育ネットワーク」による料理教室等の食育

講座の開催を支援します。 

食の安心・安全推進課 

取 組 の 実 績 評 価 A 

○食文化講座（京都府の農業と京都米、京野菜を使った調理実習など） 

 平成24年10月10日、平成25年3月5日［京都府米食推進協会］ 

○スマートな男性は料理がうまい！（料理レパートリーを増やそう！「献立の基礎」、

魚を上手に食べよう！「アンチエイジングと食事」） 

 平成24年10月20日、平成24年12月1日［京都府立大学大学院生命研究

科学研究科食事科学研究室］ 

○单おいしく「かむかむ」教室（高齢者の口腔機能について”しっかり噛めるかお

口をチェック”） 

 平成24年6月1日、6月15日、7月10日、7月24日、9月5日、9月

19日、11月8日、11月22日、平成25年2月12日、2月26日［京都

府歯科衛生士会］ 
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（２） 家庭における食育の推進  

 

 

 
 家庭は、食育を推進する上で最も大切な場であり、食育の原点です。 

 食の外部化が進んでいる現代にあっても、人が初めて食に触れる場である家庭では、基本的な生活習慣を身に付けた
り、望ましい食習慣や知識を習徔したり、食文化を伝承したりする上で非常に大きな役割があり、また食を介したコミ
ュニケーションを通じて親子の絆を深めることができます。 

 しかし、朝食欠食が大きな問題となっているほか、食生活も原因の一つと考えられる生活習慣病の増加や食品ロスの
発生などの課題があります。 

 

 

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

各種イベントでの啓発 朝食を食べない幼児ゼロを目指し、地域における食生活

改善推進員や商工会等と連携し、地域行事やスーパー等に

おいて食育キャンペーンを実施します。 

健康対策課（各保健

所） 

取 組 の 実 績 評 価 A 

○各保健所において、地域や企業で開催される健康フェア等の場やスーパー等と連

携し食育に関するブースを設置し、食・健康づくりに関するパネル展示やリーフ

レットを配布するなどの食育キャンペーンを２１回実施、約7千人が参加。 

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

食育強化月間における関係

団体と連携した啓発 

 

 再掲（１）イ ⑦  

「きょうと食育ネットワーク」が「朝ごはんを食べよう」

を統一テーマとして定めている「きょうと食育強化月間

（11 月）」において、府内各団体と連携した啓発活動を

行います。 

食の安心・安全推進課 

取 組 の 実 績 評 価 Ａ 

○京都府農林水産フェスティバル2,012（平成24年12月1日、2日）にて、

京都府食生活改善推進員連絡協議会と連携し、食育コーナーを設置。 

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

スーパーマーケット等での

食育啓発活動 

 

 再掲（１）イ ⑦  

 食生活相談コーナーの設置、パネル展示等による食育啓

発活動をスーパー等で実施します。 

 目標：年４回実施 

食の安心・安全推進課 

取 組 の 実 績 評 価 Ａ 

○府内のスーパーマーケット等にて、食育啓発コーナーを設置（年４回開催） 

  実施日：平成24年9月22日、10月20日、 

平成25年1月19日、2月16日 

  内 容：食生活相談コーナー 

食育クイズ・体験コーナー 

展示・啓発コーナー 

  協 力：（公社）京都府栄養士会 

 
 
 
 
 
 
 

（２）家庭における食育の推進 

 ① 「朝ごはんを毎日食べる」運動等の展開 
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（２） 家庭における食育の推進  

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

就学前の子どもを持つ保護

者への支援 

「早寝・早起き・朝ごはん」等規則正しい生活習慣や学
習習慣がしっかり身につくよう、就学前の子どもを持つ保
護者を対象に「親のための応援塾」を開設し、家庭の教育
力の向上を目指します。 

社会教育課 

取 組 の 実 績 評 価 A 

○府内の小学校で開催した「親のための応援塾」で、食育に関する講座を１９２回

実施 

・簡卖な朝食作り・手作りお菓子作り・栄養教諭による食育の話など 

・講座以外にも、グループ交流の中で、給食や朝食など食育についての交流が多

数行われた。 

 
 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

朝食欠食ゼロを目指した府

民への食育啓発 

 あらゆる世代の朝食欠食をなくすことを目標に、食育の
啓発を行います。 

丹後保健所 

取 組 の 実 績 評 価 Ａ 

○食育フェスタにて朝食コーナーを設置し、簡卖朝ごはんレシピ紹介、朝から手軽

に野菜が摂れるみそ汁の試食提供（１２０食分）、朝食に関する展示を行った。

また、農業研究所施設公開デーにて、簡卖朝ごはんレシピ紹介を行った。 

○健康だよりにて、朝食に関するコラム掲載。 

○特定給食施設従事者講演会では、朝食をテーマに開催。 

 
 

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

出前講座への対応 

 

 再掲（１）ア ⑨  

望ましい食習慣について啓発を図るため、保健所などか

らの出前講座を実施します。 

 

健康対策課（各保健

所） 

取 組 の 実 績 評 価 A 

○食に関する出前講座を１２回実施、１，６２８名が参加 

（テーマ例）食の達人をめざして、生活習慣病予防と食事、食事と健康講座 

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

各種イベントでの啓発 各種関係団体と連携し、各種イベントにおいて、府民へ

正しい食習慣についての普及・啓発を行います。 

 

健康対策課（各保健

所） 

取 組 の 実 績 評 価 A 

○各保健所において、地域や企業で開催される健康フェア等の場やスーパー等と連

携し食育に関するブースを設置し、食・健康づくりに関するパネル展示やリーフ

レットを配布するなどの食育キャンペーンを２１回実施、約7千人が参加。 

② 「食」の大切さや望ましい食習慣等についての啓発 

←食生活改善推進員 

連絡協議会作成の 

食事バランスガイド
タペストリー 
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（２） 家庭における食育の推進  

 
 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

食のスクラップコンクール

実施 

「食」に関する新聞記事や資料のスクラップ制作を通じ、

「食」への関心と理解を深めることを目的として、小中学

生を対象にコンクールを開催します。 

食の安心・安全推進課 

取 組 の 実 績 評 価 Ａ 

○募集期間：平成24年7月2日～9月14日 

 内容：新聞並びにJA 及び行政機関刉行物の「食」に関する記事や資料を10 点

以上スクラップし、１記事に付き200字以内の感想文又は感想画を記載。 

 応募対象：京都府内に居住又は通学している小・中学生 

 応募数：305点 

 表彰式・作品展示：優秀賞8点、優良賞5点、佳作6点を選定し、「きょうと食

育フォーラム」において表彰及び入賞作品の展示を実施。 

 

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

各種イベントでの啓発 「きょうと食育ネットワーク」と連携しながら、食に関

わるイベント等に効果的な出展を行い、府民が食育を考え、

体験出来る機会とします。 

○食育取組事例等の展示・配布 

○体験型ブース出展（食生活の見直しや、食に関わるマ

ナー等の体験機会とします。） 

○アンケート実施（府民の食育に対する意識を把握しま

す。） 

食の安心・安全推進課 

取 組 の 実 績 評 価 Ａ 

○各種イベントに出展し、パネル展示、食生活チェックコーナー設置、資料配付、

アンケート等を実施。 

＜出展イベント＞  

 ・京都こだわりマルシェ（平成24年6月10日） 

 ・京都府庁生協地産地消フェア（平成 24 年 7 月 9 日～13 日、12 月 17 日～21 日） 

 ・農林センター施設公開（平成24年7月25日） 

 ・SKYふれあいフェスティバル（平成24年9月15日、16日） 

 ・京都市中央卸売市場 市場まつり（平成24年11月23日） 

 ・京都府農林水産フェスティバル（平成24年12月1日、2日） 

 

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

スーパーマーケット等での

食育啓発活動 

 再掲（１）イ ⑦  

 食生活相談コーナーの設置、パネル展示等による食育啓

発活動をスーパー等で実施します。 

 目標：年４回実施 

食の安心・安全推進課 

取 組 の 実 績 評 価 Ａ 

○府内のスーパーマーケット等にて、食育啓発コーナーを設置（年４回開催） 

  実施日：平成24年9月22日、10月20日、 

平成25年1月19日、2月16日 

  内 容：食生活相談コーナー 

食育クイズ・体験コーナー 

展示・啓発コーナー 

  協 力：（公社）京都府栄養士会 
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（２） 家庭における食育の推進  

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

家庭における食育推進をね

らいとした啓発 

管内の２市１町で実施されるイベント等において、食に

ついて考え、体験できる機会を設け啓発に努めます。 

（３年計画の３年目） 

 目標値：１回開催 

乙訓保健所、乙訓教育
局、京都乙訓農業改良
普及センター 

取 組 の 実 績 評 価 Ａ 

「長岡京ガラシャ祭２０１２」の会場で親子参加型の「食べものクイズコーナー」

を設置し、①1 日に必要な野菜の量、②長岡京市の特産野菜、③野菜の旬について

のクイズを行った。写真や実物でパネル展示を行った。 

（平成2４年11月1１日、クイズ参加者８６名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

家庭における食育推進をね

らいとした啓発 

「朝ごはんを食べよう」等について、各種イベントにお

いて、子どもとその保護者等に対し食育の啓発を行います。 

山城单保健所 

取 組 の 実 績 評 価 A 

各種イベントにおける啓発を実施しました。 

○平成２４年 ９月４日 「救急フェア」（イオンモール高の原） 

○平成２４年１２月1日 「やましろ健康フォーラム２４」（けいはんなホール） 

○平成２５年   ３月４日 「Kizugawa つながり FESTA」（ガーデンモール木

津川） 

≪当日の取り組み≫ 

保護者とお子さんに朝ごはんをたべることの大切さや、地元産野菜や旬のお野菜

の紹介、おだしをとる大切さについてパネル展示や説明などを実施。 

関係者に対する研修会を実施しました。 

○平成２５年1月11日 「PDCAサイクルで進める食育」～継続的・効果的な食

育を目指して～ 

クイズに参加する来場者 １日に必要な野菜の量は? 

この花の野菜はなんでしょう? 野菜の旬は? 
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（２） 家庭における食育の推進  

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

直売所店頭での「なんたん・

かんたん・やさい料理」レシ

ピカード配付 

 单丹地域府民会議食環境部会で公募・編集したレシピ集

から、地産地消と旬の野菜による健康づくりを目的として

レシピカードを作成し、管内農作物直売所にて店頭配布を

行います。（年４回以上・２７カ所以上） 

单丹保健所、单丹広域
振興局（農林商工部） 

取 組 の 実 績 評 価 Ｂ 

○直売所店舗・利用者からも好評を徔ているが、繁忙のため夏野菜・冬～春野菜の 

２回の配布にとどまった。次年度はより計画的な配布と、レシピカード内容の向 

上に努める。 

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

働きざかり世代への食を通

じた健康づくり 

 

 再掲（１）ウ ①  

多忙なため生活習慣の多くに課題を抱える働きざかり世

代が健診受診や保健行動に結びつけられるよう、管内事業

所従事者へ向けた食育事業を実施します。 

 目標：年６回以上 

单丹保健所 

取 組 の 実 績 評 価 Ａ 

○管内各所の事業所健診会場において、「食と自分の健康」を考えることのできる 

体験型健康コーナーを開設し、多くの参加者があった。 

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

「みんなでコラボ in 中丹」

における「基本的な生活習慣

（はぐくみ教室）」の開催 

 中丹管内のＰＴＡ役員や各学校のＰＴＡ担当者等を対象

に、福祉関係部局との連携を深め、社会総がかりで子ども

たちを豊かにはぐくむ環境づくりについて、地域も親も教

師もともに学び、広め合う機会として、「みんなでコラボ

ｉｎ中丹」を開催します。 

 食育に関する取組として、「基本的な生活習慣（はぐく

み教室）」では、中丹“食の環”プロジェクト事業と連携

し、子どもたちが学んでいる食の授業を体験することを通

して、食の大切さについて考えます。 

○６月３０日（土） 福知山市民会館 

目標値：２４年度 計１回 

中丹教育局 

取 組 の 実 績 評 価 A 

「みんなでコラボ in 中丹」を以下のとおり実施。 

１ 日時：平成24年６月30日（土）午後１時15分～午後４時30分 

２ 場所：福知山市民会館（福知山市字内記100） 

３ 参加人数：480名 
 
◆ 「はぐくみ教室」の中の１教室で、管内公立中学校の栄養教諭を講師に迎え、

「心をはぐくむ“食”の大切さ」と題した講座を開設し、児童生徒の食生活の実

態、学校での食育等を通して家庭での食育の大切さを考えた。 

  また、参加者が家庭で簡卖に作れるスイーツ作りを体験した。 
 
【成果】 

 ①学校での食育の取組をより多くの人に知っていただく機会となった。 

 ②栄養教諭による実践発表やスイーツ作りを通して、参加者が食の大切さや家庭

での食育について考えることができた。 

 ③参加者が学んだことを持ち帰り、各家庭や PTA 等の取組へ広げていこうとい

う意識を持つことができた。 
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取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

保育所等への支援 保健所が行う巡回指導等を通じて、保育所に対し、栄養

指導上の課題解決に向けた相談に応じます。 

健康対策課（各保健

所） 

取 組 の 実 績 評 価 A 

○保育所等の特定給食施設等へ訪問指導を、９０施設実施。 

○各保健所において、保育所等での食育に関する課題を抽出し、解決するための講

習会や研修会を実施。 

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

スーパーマーケット等での

食育啓発活動 

 

 再掲（１）イ ⑦  

 食生活相談コーナーの設置、パネル展示等による食育啓

発活動をスーパー等で実施します。 

 目標：年４回実施 

食の安心・安全推進課 

取 組 の 実 績 評 価 Ａ 

○府内のスーパーマーケット等にて、食育啓発コーナーを設置（年４回開催） 

  実施日：平成24年9月22日、10月20日、 

平成25年1月19日、2月16日 

  内 容：食生活相談コーナー 

食育クイズ・体験コーナー 

展示・啓発コーナー 

  協 力：（公社）京都府栄養士会 

 
 
 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

食生活改善推進員による親

子料理教室等の取組支援 

 

 再掲（１）ア ③  

食生活を通じた健康づくりのボランティア団体である食

生活改善推進員が、各地域でおやこ食育教室等に取り組む

にあたり、取組の支援や技術向上のためのリーダー研修会

を実施します。 

健康対策課（各保健

所） 

取 組 の 実 績 評 価 A 

○各保健所において、食生活改善推進員リーダーを対象とした研修会を１２回開催、 

延べ４０６名が参加。 

○各地域において食生活改善推進員が小学生を対象とした「おやこ食育教室」等、

食育に関する事業を実施。 

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

府関連施設を活用した農林

漁業体験 

パンやケーキづくりを通じ

て、「食」を楽しみながら学ぶ

機会を提供します。 

目標値：参加者 7,200名 

農村振興課 
（丹後あじわいの郷） 

取 組 の 実 績 評 価 Ｂ 

○成形パン、アイスクリーム、焼きドーナツ、ソーセージ等「食」に係る手作り体

験教室の開催（参加者数６，４３３人） 

 
 
 

③ 栄養指導・相談対応の充実 

④ 親子料理教室等、「食」を楽しみながら学ぶ機会の提供 
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取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

食育講座の開催 

 再掲（１）ア ③  

「きょうと食育ネットワーク」による料理教室等の食育

講座の開催を支援します。 

食の安心・安全推進課 

取 組 の 実 績 評 価 A 

○おやこ食育教室（食育５つの力） 

 平成24年6月～平成25年2月［京都府食生活改善推進員連絡協議会］ 

○農業体験教室（種まき、収穫･調理、収穫物の販売） 

 平成24年8月18日、11月10日、12月12日［京都府農協青壮年組織協

議会、越畑・越畑・樒原地区都市農村交流促進協議会］ 

○国際協同組合年記念事業＜食育体験企画＞（～宇治茶で茶・チャ・チャ～） 

 平成24年12月8日［京都府協同組合連絡協議会、＜協力＞（社）京都府茶業

会議所、JA京都中央会、京都生活協同組合、京都府生活協同組合連合会］ 

○ひらめき☆ときめきサイエンス（京で味わう精進料理） 

 平成24年12月16日［京都府立大学大学院生命研究科学研究科食事科学研究

室］ 

○いきいき健康フェア（お米と冬野菜を使った簡卖エコ料理） 

 平成25年2月10日［（公社）京都府栄養士会］ 

○親子体験食育教室（京野菜を練り込んだ麺の試食と手打ち麺の実習教室、京白丹

波大豆を使ったとうふの手づくり教室） 

 平成25年3月2日［（社）京都府食品産業協会、京都生活協同組合、京都府生

活協同組合連合会、京都府］ 

 

 

 
 
 
 

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

食育強化月間における関係

団体と連携した啓発 

 

 再掲（１）イ ⑦  

「きょうと食育ネットワーク」が「朝ごはんを食べよう」

を統一テーマとして定めている「きょうと食育強化月間

（11 月）」において、府内各団体と連携した啓発活動を

行います。 

食の安心・安全推進課 

取 組 の 実 績 評 価 Ａ 

○京都府農林水産フェスティバル201２（平成24年12月1日、2日）にて、

京都府食生活改善推進員連絡協議会と連携し、食育コーナーを設置。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑤ 初めて父親、母親になる夫婦の子育てを意識した食育における保健・医療機関、ＮＰＯ等の連携 
  による取組 

⑥ きょうと食育ネットワーク会員の連携による食育の推進 
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取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

食育講座の開催 

 再掲（１）ア ③  

「きょうと食育ネットワーク」による料理教室等の食育

講座の開催を支援します。 

食の安心・安全推進課 

取 組 の 実 績 評 価 A 

○おやこ食育教室（食育５つの力） 

 平成24年6月～平成25年2月［京都府食生活改善推進員連絡協議会］ 

○国際協同組合年記念事業＜食育体験企画＞（～宇治茶で茶・チャ・チャ～） 

 平成24年12月8日［京都府協同組合連絡協議会、＜協力＞（社）京都府茶業

会議所、JA京都中央会、京都生活協同組合、京都府生活協同組合連合会］ 

○ひらめき☆ときめきサイエンス（京で味わう精進料理） 

 平成24年12月16日［京都府立大学大学院生命研究科学研究科食事科学研究

室］ 

○いきいき健康フェア（お米と冬野菜を使った簡卖エコ料理） 

 平成25年2月10日［（公社）京都府栄養士会］ 

○親子体験食育教室（京野菜を練り込んだ麺の試食と手打ち麺の実習教室、京白丹

波大豆を使ったとうふの手づくり教室） 

 平成25年3月2日［（社）京都府食品産業協会、京都生活協同組合、京都府生

活協同組合連合会、京都府］ 

 

 
 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

スーパーマーケット等での

食育啓発活動 

 再掲（１）イ ⑦  

 食生活相談コーナーの設置、パネル展示等による食育啓

発活動をスーパー等で実施します。 

 目標：年４回実施 

食の安心・安全推進課 

取 組 の 実 績 評 価 Ａ 

○府内のスーパーマーケット等にて、食育啓発コーナーを設置（年４回開催） 

  実施日：平成24年9月22日、10月20日、 

平成25年1月19日、2月16日 

  内 容：食生活相談コーナー 

食育クイズ・体験コーナー 

展示・啓発コーナー 

  協 力：（公社）京都府栄養士会 

 

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

きょうと地産地消・食育応援

レシピの活用促進 

 再掲（１）イ ⑦  

 「きょうと地産地消・食育応援レシピ」（23年度発行）

がスーパー店頭で活用されるよう促すとともに、新たなレ

シピ開発をすすめます。 

食の安心・安全推進課 

取 組 の 実 績 評 価 Ａ 

「きょうと地産地消・食育応援レシピ」のＰＲを行うとともに、新たに水産物を

使ったメニューを加え、「きょうと地産地消・食育応援レシピ２」を作成した。 
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 住民に身近な市町村・地域での食育の推進のためには、様々な団体や関係者が協働して取り組む必要がありますが、
関係者の連携のための市町村食育推進計画の策定が進んでいません。 

 また、伝統行事や郷土料理、行事食をはじめとする食文化を次の世代に伝承したり、食農体験農場等体験の場づくり
などについても、地域には食育において重要な役割があります。 

 

 

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

府施設を活用した様々な食

育・環境体験教室の開催 

 

 

 再掲（１）ア ①  

府立丹後海と星の見える丘公園において、指定管理者为

催事業である自然環境をテーマにした教育事業として、農

作物栻培・収穫体験や調理実習、生ゴミを堆肥化し活用す

るゼロエミ教室などのプログラムを実施し、宿泊者等には

地元産食材を使った食育を大切にした料理を提供します。 

自然環境保全課 

取 組 の 実 績 評 価 A 

地元産食材を利用した調理教室や石窯ピザ焼き教室（26回開催、参加者607人）、

農作物播種・収穫（米、トマト、じゃがいも、サツマイモ等）体験（7回開催、参加

者 103人）、ゼロエミ（生ゴミの堆肥化）教室（10回開催、参加者 312人）など、

学校や団体客等の希望に応じて食をテーマにした体験プログラム等、合わせて40回

以上の食育・環境体験教室を実施。 

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

食農体験農場の開設推進 

 

 

 再掲（１）ア ①  

子どもたちが五感を使って、種まき・苗植え、草引き、

施肥、収穫、調理など一連の農作業等を１年を通じて体験

できる農場の開設を支援します。 

目標：農場開設数  １４箇所 

食の安心・安全推進課 

取 組 の 実 績 評 価 Ｂ 

１０農場を「きょうと食農体験農場」に登録。今後、引き続き「きょうと食農体

験農場」の登録をすすめていく。 

○「きょうと食農体験農場」交流会実施（平成２５年３月８日） 

 

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

地域において食や農への理

解を深める交流活動の展開 

民間業者と連携した食と農の体験ウォークや直売所実行

委員会方式による直売所スタンプラリーを実施します。  

单丹広域振興局 

（農林商工部） 

取 組 の 実 績 評 価 Ａ 

○管内直売所17施設と連携し、地元産農産物や京都丹波地域に関するクイズラリ 

ーを実施。実施後は、協力施設や管内市町との意見交換会を行い、夏休みの親子 

をターゲットにしたクイズラリー等の実施み向けた検討を行った。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（３）地域における食育の推進 

 ① 五感を活性化する食農体験の場づくりの推進 
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取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

農作業応援体験ツアー 

（おいしい食の応援隊） 

農作業応援体験ツアーを通じて、 

継続して農作業を手伝い、農家と 

顔の見えるお付き合いで相互応援 

の絆をつくる、消費者応援隊の参 

加者の拡大を図り、地産地消のす 

そ野を広げます。         （黒豆栻培の説明） 

单丹広域振興局 

（農林商工部） 

取 組 の 実 績 評 価 Ａ 

○消費者応援隊活動体験会を開催（参加者３９名） 

〈応援隊参加者の拡大〉体験会参加者に応援隊登録を呼びかけ。 

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

スーパー・直売所等を会場と

した、食育キャンペーンの開

催 

スーパーや直売所を利用する府民を対象に、地域の食育

活動を紹介したり体験コーナーを設置するなど、参加型の

食育イベントを開催します。（年１回以上） 

单丹保健所 

取 組 の 実 績 評 価 Ａ 

○道の駅丹波マーケス・丹波高原野菜市（直売所）を会場に「野菜で元気！食育キ 

ャンペーン」を開催し、のべ８００名以上の参加があった。 

 

 

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

管内栄養士ネットワーク推

進事業 

保健所は、地域での食育を推進するため、施設や地域で

活動する栄養士に対し研修会や情報共有の場を提供するこ

とにより、栄養士間のネットワークづくりを行います。 

健康対策課（各保健

所） 

取 組 の 実 績 評 価 A 

○各保健所において、管内栄養士ネットワーク推進事業（研修会やネットワーク会

議）を３０回開催、延べ４５６名が参加。 

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

食生活改善推進員活動の支

援（リーダー研修会の実施） 

 再掲（１）ア  ⑤  

保健所は、食生活改善推進員のリーダー層に研修会を行

い、食育に関する最新知識や事例共有などの機会を提供し、

効果的な活動が展開されるよう支援します。 

健康対策課（各保健

所） 

取 組 の 実 績 評 価 A 

○各保健所において、食生活改善推進員リーダーを対象とした研修会を１２回開催、 

延べ４０６名が参加。 

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

特定給食施設等従事者講習

会 

 再掲（１）ア  ⑧  

特定給食施設等従事者講習会の場を活用し、情報提供や

施設間の交流の場を提供することで、連携した食育を推進

します。 

健康対策課（各保健

所） 

取 組 の 実 績 評 価 A 

○特定給食施設等の給食従事者、食育担当者等を対象に実施した講習会・研修会の

中で、施設間同士の情報交換や交流の場を設定。 

② 食育を推進する人材の育成 
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（３）地域における食育の推進   

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

きょうと食いく先生養成講

座の開講と認定 

 

 再掲（１）ア ①  

学校等において、専門的な知識を有し農作業や調理を指

導できる人材を育成するため、養成講座を開講し、きょう

と食いく先生の認定を行います。 

目標：養成講座開催   ２回 

   きょうと食いく先生の認定  ８０名 

食の安心・安全推進課 

取 組 の 実 績 評 価 Ｂ 

農林水産業、食品加工、料理部門の専門家１１名を「きょうと食いく先生」に認

定した。今後、引き続き、「きょうと食いく先生」の認定をすすめていく。 

 また、料理人を対象に食いく先生養成講座を企画したが、日程が合わず来年度の

開催となった。 

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

食育フォーラムの開催 食育講演会は地域の関係者や食生活改善推進員、府民会

議参画団体や市町等の行政・府民の広範な参加者を徔て平

成１６年度から２２年度まで毎年継続開催しました。平成

２３年度は、健康フォーラムにて食育コーナーを設置し、

食改員とともに食育の普及啓発を実施しました。 

平成２４年度は、各関係機関と情報を交流しながら企画

を行い、より幅広い団体や関係者の参加をめざし丹後の食

育課題を共有します。また、体験コーナーや参加団体の展

示をとおし体験を通じて学ぶ機会を提供します。 

丹後保健所 

取 組 の 実 績 評 価 Ａ 

本年度は食育フェスタに名称を変更して開催。（参加者：300名） 

一般府民を対象に家庭での食育がすすむことをめざして、朝食欠食、郷土食等を

テーマに体験等を通して楽しく学ぶ機会を提供した。 

丹後あじわいの郷月例祭と同時開催することで、 

広く広報ができ多様な層へ関心を引くことができた。 

食育関係団体と情報交流をしながら企画を行い、 

協力して開催することができた。 

 

 
 
 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

特定給食施設等巡回指導・従

事者講習会などによる地域

の特色を活かした給食の提

供を支援 

 

 

 

 再掲（１）ア ④  

給食を実施している施設で、地域の特色や工夫を活かし

た給食の提供ができるよう、保健所による給食施設巡回指

導時の個別相談により支援します。 

＜特定給食施設＞ 

健康増進法第 20 条では、特定かつ多数の者に対して継

続的に1回100食以上または1日250食以上の食事を

提供する施設。 

ただし、府ではそれ以下の食数の施設に対しても指導対

象施設としている。 

健康対策課（各保健

所） 

取 組 の 実 績 評 価 A 

○特定給食施設等巡回指導時に、栄養指導員が個別相談に対応。 

○特定給食施設等の給食従事者、食育担当者等を対象とした講習会・研修会を 

１２回開催、延べ４８９名が参加。 

③ 学校や福祉施設などの給食での地産地消の推進 
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取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

生産者と学校を結ぶコーデ

ィネーターの育成 

 

 

 再掲（１）ア ④  

学校・保育園給食への地元農林水産物の供給を拡大する

ため、地元の農林水産物の旬・生産状況と学校給食のニー

ズを把握し、生産者と学校の調整活動を行うコーディネー

ターを育成します。 

目標：育成研修会開催 ２回 

食の安心・安全推進課 

取 組 の 実 績 評 価 Ｂ 

○学校給食コーディネーター育成研修会１回開催。 

栄養教諭を対象に京都府の水産業について、市場及び加工場見学し、地元漁業関

係者との意見交換を行うことで、京都府産の魚への理解が深まり、学校給食への活

用につながった。 

当初、地域ごとに分けて実施する予定であったが、合同開催としたため、開催回

数は１回となった。 

 

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

「たんとおあがり京都府産」

施設（京都府産農産物利用推

進施設）の認定 

 再掲（１）ウ ②  

地元農産物の利用に意欲的な病院・福祉施設、社員食堂、

大学食堂を対象に認定章の交付を行い、意欲の向上を図り

ます。 

食の安心・安全推進課 

取 組 の 実 績 評 価 Ａ 

○平成2５年３月末現在認定施設数 12９施設（平成24年度19施設を新規認定） 

 ・認定章交付式において、京都府の水産物について情報提供。 

 ・認定施設の広報（京都府ホームページへの掲載、イベント等でパネル展示） 

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

地場産物を取り入れた学校

給食の促進 

 再掲（１）ア ④  

学校給食への地場産物の活用とともに、郷土食、行事食

など取り入れることによって、子どもたちに地元産物や食

文化への理解を深め、郷土への関心を高めます。 

保健体育課 

取 組 の 実 績 評 価 Ａ 

○「栄養教諭を中核とした食育推進事業」、「食に関する指導充実事業」等の取組

により、地場産物の活用など地域の特色を生かした学校給食等について実践的研

究に取り組み、研修会や公開授業、発表会等で他の学校に成果を普及した。 

○農林水産部の学校給食において使用する農林水産物はすべて京都府産を使用する

「まるごときょうとの日」推進事業に７市町（組合）教育委員会が取り組んだ。 

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

地元産農水産物を取り入れ

た学校給食の促進 

地元農水産物を取り入れた、学校給食の促進のための学

校栄養職員等の取組への支援、連携を実施します。 

丹後教育局、丹後保健

所、丹後広域振興局 

取 組 の 実 績 評 価 Ａ 

農家グループによる食材提供と食育体験を実施し、保護者向けの意識調査も実施

することで、家庭での話題提供にもつながった。 

 
 
 
 
 
 



 

- 43 - 

（３）地域における食育の推進   

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

給食等への地産地消の啓発 給食等に地元農産物の利用を推進するために、生産者と

使用者（利用者）が集まり、マッチングできる場を提供し

ます。 

山城広域振興局（農林

商工部） 

取 組 の 実 績 評 価 A 

平成24年7月に策定された「和束町地産地消推進計画」の策定後の支援を加
味し、内容を変更して実施。和束町食生活改善推進員協議会「わかば会」、和
束町と府が共催し、和束小中学校で地産地消の啓発を図るために和束町産農産

物を利用した食育教室を開催 

○和束小学校 平成24年12月18日 5年生対象 

内容：調理実習 

○和束中学校 平成25年1月25日 1年生対象 

内容：花菜の学習・栄養の話・調理実習 

 
 
 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

食生活改善推進員による親

子料理教室等の取組支援 

 

 再掲（１）ア ③  

食生活を通じた健康づくりのボランティア団体である食

生活改善推進員が、各地域でおやこ食育教室等に取り組む

にあたり、取組の支援や技術向上のためのリーダー研修会

を実施します。 

健康対策課（各保健

所） 

取 組 の 実 績 評 価 A 

○各保健所において、食生活改善推進員リーダーを対象とした研修会を１２回開催、 

延べ４０６名が参加。 

○各地域において食生活改善推進員が小学生を対象とした「おやこ食育教室」等、

食育に関する事業を実施。 

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

食育講座の開催 

 再掲（１）ア ③  

「きょうと食育ネットワーク」による料理教室等の食育

講座の開催を支援します。 

食の安心・安全推進課 

取 組 の 実 績 評 価 A 

○おやこ食育教室（食育５つの力） 

 平成24年6月～平成25年2月［京都府食生活改善推進員連絡協議会］ 

○食文化講座（京都米の田植え体験、農家との交流等） 

 平成24年6月17日［京都府米食推進協会］ 

○男性のための～郷土料理講習会～ 

 平成24年7月10日［乙訓地域生活研究グループ連絡協議会］ 

○小学校での食育活動（地元の農業を知り、旬の野菜を味わう） 

 平成24年7月18日、10月23日、11月27日、平成25年2月25日、

26日［乙訓地域生活研究グループ連絡協議会］ 

○学習会（平成２４年度の全国、府の米の作柄、丹後コシヒカリについて） 

 平成24年9月30日［京都府米食推進協会］ 

○食文化講座（京都府の農業と京都米、京野菜を使った調理実習など） 

 平成24年10月10日、平成25年3月5日［京都府米食推進協会］ 

○食文化講座（京都米の稲刈り、千両なすの収穫、エビイモの産地での農家との交 

流等） 

 平成24年10月20日［京都府米食推進協会］ 

 

④ 食生活改善推進員や生活研究グループ等が行う郷土料理・行事食の料理教室等の活動の推進 
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○国際協同組合年記念事業＜食育体験企画＞（～宇治茶で茶・チャ・チャ～） 

 平成24年12月8日［京都府協同組合連絡協議会、＜協力＞（社）京都府茶業

会議所、JA京都中央会、京都生活協同組合、京都府生活協同組合連合会］ 

○ひらめき☆ときめきサイエンス（京で味わう精進料理） 

 平成24年12月16日［京都府立大学大学院生命研究科学研究科食事科学研究

室］ 

○親子体験食育教室（京野菜を練り込んだ麺の試食と手打ち麺の実習教室、京白丹

波大豆を使ったとうふの手づくり教室） 

 平成25年3月2日［（社）京都府食品産業協会、京都生活協同組合、京都府生

活協同組合連合会、京都府］ 

○食文化講座（京都米の学習とマイおみそ、マイ塩麹づくりの学習と体験） 

 平成２５年３月９日［京都府米食推進協会］ 

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

食育に取り組む団体の食育

支援活動の登録と情報提供 

 

 再掲（１）ア ②  

「きょうと食育ネットワーク」を通じて、府内で行われ

ている食育支援の活動を登録し、ホームページ等で情報提

供することで、食育に取り組むにあたって必要な情報を容

易に取徔できるようにします。 

【食育支援の取組】 

○ボランティア活動     ○企業・工房等の見学 

○講師の派遣        ○教材等の提供 

○農林漁業体験プログラム            等 

食の安心・安全推進課 

取 組 の 実 績 評 価 Ａ 

○「きょうと食育ネットワーク」において、会員団体及び「きょうとの食育」サポ

ート企業における食育支援の活動を登録し、ネットワークのホームページに掲載

することで情報提供を実施。 

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

女性農業者による食育活動

と農山漁村伝承技能保持者

による技術伝承活動 

京都府内の生活研究グループが取り組む郷土料理講習や

農業体験などの食育活動を支援します。 

また、農山漁村伝承技能保持者が行う農山漁村に伝わる

技能伝承活動を支援します。 

研究普及ブランド課 

取 組 の 実 績 評 価 A 

小・中学生や消費者を対象に１４回郷土料理講習会などの食育活動を実施した。 

伝承技能保持者による伝承活動での場づくりを支援。２２回 

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

「伝えたいたんごの味」を活

用した食生活改善推進員地

域活動の推進と情報発信 

 

 

 

 

 

 

 

 

丹後保健所管内食生活改善推

進員連絡協議会に所属する食生

活改善推進員は、平成２１年度に

作成した「伝えたいたんごの味」

リーフレットを利用した地域活

動を行い、平成２２年度は「活用

報告集」を作成しました。 

郷土食の良さを生かし、良い食

生活が親から子へと伝わる食育

活動が進められるように支援し

ます。 

丹後保健所 

取 組 の 実 績 評 価 Ａ 

○農業研究所施設公開デー、食育フェスタの食育コーナーにて、普及啓発を実施。 
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取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

食育強化月間における関係

団体と連携した啓発 

 

 再掲（１）イ ⑦  

「きょうと食育ネットワーク」が「朝ごはんを食べよう」

を統一テーマとして定めている「きょうと食育強化月間

（11 月）」において、府内各団体と連携した啓発活動を

行います。 

食の安心・安全推進課 

取 組 の 実 績 評 価 Ａ 

○京都府農林水産フェスティバル201２（平成24年12月1日、2日）にて、

京都府食生活改善推進員連絡協議会と連携し、食育コーナーを設置。 

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

食育講座の開催 

 

 再掲（１）ア ③  

「きょうと食育ネットワーク」による料理教室等の食育

講座の開催を支援します。 

食の安心・安全推進課 

取 組 の 実 績 評 価 A 

○おやこ食育教室（食育５つの力） 

 平成24年6月～平成25年2月［京都府食生活改善推進員連絡協議会］ 

○食文化講座（京都府の農業と京都米、京野菜を使った調理実習など） 

 平成24年10月10日、平成25年3月5日［京都府米食推進協会］ 

○国際協同組合年記念事業＜食育体験企画＞（～宇治茶で茶・チャ・チャ～） 

 平成24年12月8日［京都府協同組合連絡協議会、＜協力＞（社）京都府茶業

会議所、JA京都中央会、京都生活協同組合、京都府生活協同組合連合会］ 

○ひらめき☆ときめきサイエンス（京で味わう精進料理） 

 平成24年12月16日［京都府立大学大学院生命研究科学研究科食事科学研究

室］ 

○いきいき健康フェア（お米と冬野菜を使った簡卖エコ料理） 

 平成25年2月10日［（公社）京都府栄養士会］ 

○親子体験食育教室（京野菜を練り込んだ麺の試食と手打ち麺の実習教室、京白丹

波大豆を使ったとうふの手づくり教室） 

 平成25年3月2日［（社）京都府食品産業協会、京都生活協同組合、京都府生

活協同組合連合会、京都府］ 

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

スーパーマーケット等での

食育啓発活動 

 

 再掲（１）イ ⑦  

 食生活相談コーナーの設置、パネル展示等による食育啓

発活動をスーパー等で実施します。 

 目標：年４回実施 

食の安心・安全推進課 

取 組 の 実 績 評 価 Ａ 

○府内のスーパーマーケット等にて、食育啓発コーナーを設置（年４回開催） 

  実施日：平成24年9月22日、10月20日、 

平成25年1月19日、2月16日 

  内 容：食生活相談コーナー 

食育クイズ・体験コーナー 

展示・啓発コーナー 

  協 力：（公社）京都府栄養士会 

 
 
 

⑤ きょうと食育ネットワーク会員の連携による食育の推進 
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取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

きょうと地産地消・食育応援

レシピの活用促進 

 

 再掲（１）イ ⑦  

 「きょうと地産地消・食育応援レシピ」（23年度発行）

がスーパー店頭で活用されるよう促すとともに、新たなレ

シピ開発をすすめます。 

食の安心・安全推進課 

取 組 の 実 績 評 価 Ａ 

「きょうと地産地消・食育応援レシピ」のＰＲを行うとともに、新たに水産物を

使ったメニューを加え、「きょうと地産地消・食育応援レシピ２」を作成した。 

 
 
 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

意見交換・シンポジウムの開

催 

 

 再掲（１）イ ⑥  

食の安全に関する施策や取組について、消費者及び生産

者等と各広域振興局ごとに意見交換を行うとともに、消費

者及び生産事業者等と協働して食の安心・安全シンポジウ

ムを開催し、食品の安全性に関する知識を啓発します。 

食の安心・安全推進課 

取 組 の 実 績 評 価 Ａ 

○食の安心・安全意見交換会を各広域振興局内及び京都市内で計５回開催。 

（それぞれ10～50名程度の参加者） 

○きょうと食の安心・安全フォーラム開催（1回） 

 開催日：平成25年1月28日（月） 

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

環境にやさしい農業に取り

組むエコファーマーと消費

者の交流会の開催 

プラットフォーム「えこふぁーまーファンくらぶ京都」と

協働して、環境にやさしい農業への理解を深めるためエコ

ファーマと消費者との交流会を開催します。    

目標：交流会 ２回（うち１回は現地） 

農産課 

取 組 の 実 績 評 価 Ｂ 

交流会 １回開催 

現地の栻培作物の収穫が終了したため、現地交流会を４月以降に先送りして実施。 

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

京都米提供店の登録 京都府米食推進協会が、京都米を使用しているホテル、

料理店を京都米提供店として登録し、登録章の交付式にお

いて、消費者、生産者、流通に関わる団体が意見交換を行

います。 

 目標：２４年度中に８０店舗の登録 

農産課 

取 組 の 実 績 評 価 Ｂ 

平成２４年度中に７８店舗を登録。東日本大震災の影響等により、京都米の価栺

が上昇し、新たな利用が進みにくく、達成は困難な状況。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑥ 生産者と消費者との生産現場での意見交換等交流の促進 
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取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

都市漁村交流の促進 丹後の水産物に対する都市住民の理解を促進するため、

丹後水産物のＰＲや漁業・漁村体験等の都市漁村交流事業

を行う団体を支援します。 

水産課 

取 組 の 実 績 評 価 Ａ 

○京都府漁協（大浦支所）分 

 朝市の開催   ４回（８７０名） 

 地曳き網体験 １０回（７０２名） 

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

消費者応援隊活動 

（おいしい食の応援隊） 

消費者が生産者と一緒に農作業に

汗を流し、地産地消の昼食や農産物

のお裾分けで交流するなか、農家と

顔の見えるお付き合いから、相互応

援の絆をつくり、地産地消をすすめ、

農山村を元気にします。              （そば 収穫） 

单丹広域振興局（農林

商工部） 

取 組 の 実 績 評 価 Ａ 

○消費者応援隊活動を７地区で計２５回開催（参加者 計４６３名） 

〈新規地区〉上記のうち２地区で新規に活動開始。 

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

地域において食や農への理

解を深める交流活動の展開 

「单丹『食』と『農』が結ぶ健康月間」を独自に設定し、

管内の関係団体と協働して、食育を含めたキャンペーン活

動を３０事業展開します。 

单丹地域食の安心・安

全プロジェクトチー

ム（单丹広域振興局農林

商工部、企画総務部、单

丹保健所、单丹家畜保健

衛生所、单丹教育局） 

取 組 の 実 績 評 価 Ａ 

○管内の関係団体等と協働して、「やさいで元気！食育キャンペーン展示」や「京 

都丹波有機農業講座」等29のキャンペーン活動を実施し、のべ62,950人の府 

民参加を徔た。 
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取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

中丹“食の環”づくり事業に

よる“食の環”ネットワーク

の構築 

生産者や食生活改善推進員、

地域の個性的な飲食店や給食

施設従事者、生活改善グループ

等で築かれた交流の環をさら

に広め、地産地消や食育に関す

る理解の醸成を推進するため

交流会を開催します。 

平成２４年度交流会開催：年２回 

中丹広域振興局(農林

商工部企画調整室、中丹

東・西農業改良普及セン

ター、中丹西・東保健所) 
水産事務所 

取 組 の 実 績 評 価 A 

食の安心・安全、地元産農林水産物や食育、健康増進について、広く府民の皆さ

んに伝え、普及をしていくための「人としくみの環」を構築する“食の環”ネット

ワークづくりを進めるため、「中丹“食の環”づくり交流会」を開催しました。 

○第１回交流会 

 日 時：平成２４年１０月２日（火）９：３０～１４：４５ 

 内 容：おさかな料理教室、講演「京都府の漁業」、水産加工施設見学、交流会 

 参加者：３５名 

○第２回交流会 

 日 時：平成２５年３月１９日（火）１４：００～１６：００ 

 内 容：魚料理レシピ集紹介、食育活動事例報告、交流会 

 参加者：２７名 

 
 
 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

きょうと健康長寿推進府民

会議 

 

 

 

保健所におけるきょうと健康長寿推進府民会議を通じ

て、参画関係団体と連携し、府民へ生涯にわたる健康づく

りに役立つ情報を提供します。 

＜きょうと健康長寿推進府民会議＞ 

「新しい歴史に向かって走ろう府民運動」の一環として、

総合的な府民の健康づくり指針「きょうと健やか２１」に

基づき、府民一人ひとりが健康で豊かな社会生活を営むた

め、自ら健康づくりに取り組むとともに、各関係団体が連

携を図りながら、それぞれの特性を生かした事業の実施や

支援を行い、府民の自为的な健康づくりの一層の推進を図

る。 

健康対策課（各保健所
） 
 
 
 

取 組 の 実 績 評 価 A 

○きょうと健康長寿推進府民会議を開催し、健康づくりに関する情報提供を行った。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑦ 食の安心・安全についての関係機関と連携した情報提供 
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取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

京都の伝統食品や加工技術

を紹介する展示会等の開催 

京都の長い歴史の中で培われた伝統食品の展示、加工技

術の紹介を通じて、京の食やその大切さについて知っても

らう機会を提供します。 

伝統食品等の展示・加工技術の紹介・体験学習教室 

実施为体：(社)京都府食品産業協会 

染織・工芸課 

取 組 の 実 績 評 価 Ａ 

○伝統食品等の展示・実演等の実施 

（平成２４年１１月１６日（金）～１８日（日） 場所：大阪ガス ディリパ京都 

平成２５年２月２７日（水） 場所：東山区清水坂） 

○体験学習教室の実施 

（麺の手打ち、とうふ手づくり教室 平成２５年３月２日（土）場所：京の食文

化ミュージアム・あじわい館） 

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

意見交換・シンポジウムの開

催 

 

 再掲（１）イ ⑥  

食の安全に関する施策や取組について、消費者及び生産

者等と各広域振興局ごとに意見交換を行うとともに、消費

者及び生産事業者等と協働して食の安心・安全シンポジウ

ムを開催し、食品の安全性に関する知識を啓発します。 

食の安心・安全推進課 

取 組 の 実 績 評 価 Ａ 

○食の安心・安全意見交換会を各広域振興局内及び京都市内で計５回開催。 

（それぞれ10～50名程度の参加者） 

○きょうと食の安心・安全フォーラム開催（1回） 

 開催日：平成25年1月28日（月） 

 参加者数：123名 

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

京都府及び関係機関の「食」

に関する情報の提供 

ホームページ・メールマガジン等で「食」に関する情報

を提供します。 

＜きょうと食育情報＞ 

http://www.pref.kyoto.jp/shokuiku/index.html 

＜食の安心・安全きょうと＞ 

http://www.pref.kyoto.jp/shoku-anshin/index.html 

食の安心・安全推進課 

取 組 の 実 績 評 価 Ａ 

○ホームページは随時更新。メールマガジンは各週で配信。 

 【メールマガジン登録者数】（平成25年３月末時点） 

  ・食育メールマガジン：316人 

  ・食の安心・安全メールマガジン：540人 

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

京都発！食とみどりの  

サイエンスＮＯＷ 

府民の方々に農林水産技術の最新の研究成果をわかりや

すく紹介し、開発された技術が府民生活の向上につながる

ことを理解していただきます。 

目標値：平成２４年度 １回開催 

農林水産技術センタ

ー企画室（研究普及ブ

ランド課） 

取 組 の 実 績 評 価 A 

平成２５年２月１１日（月）に府立植物園で開催し、府民約２００人に最新の研

究成果などを紹介。 

http://www.pref.kyoto.jp/shokuiku/index.html
http://www.pref.kyoto.jp/shoku-anshin/index.html
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取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

「海まるごと体験」の実施 海洋調査船「平安丸」の乗船や魚の解剖、海藻でつくる

押し葉などの体験を通じて、京都府の海や魚、漁業への理

解を促進する機会を提供します。 

目標値：平成２４年度 １回開催 

海洋センター（研究普

及ブランド課） 

取 組 の 実 績 評 価 A 

平成２４年７月２７日（金）に京都府農林水産技術センター海洋センターの一般 

公開として実施。約１００人の親子連れが参加。 

 
 
 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

高齢者等への買い物支援 

 

 

 再掲（１）エ ①  

商店街団体等が実施する、高齢者等の買い物弱者の買い

物の利便を高め、生活の質の向上を図るとともに商店街の

振興につながる事業を支援する。 

目標値： ４事例 

商業・経営支援課 

取 組 の 実 績 評 価 Ｂ 

○H24年度は、１団体が、高齢者等の買い物弱者を対象とした、自宅と商業施設間

の無料送迎サービスを実施。 

○買い物支援サービスについては、商業ベースで採算を取ることは非常に困難であ

り、地域貢献として取り組むことが、徐々に商店街振興につながっていくという

視点が必要。 

そのため、商店街団体等が、地域の声を聞き、ニーズを把握するための協議組織

の設置・運営についても支援を行っている。（協議会の設置は２団体が実施） 

 
 
 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

食育総合交流会（仮称）の開

催 

事例報告や展示など、食育に取り組む関係者の交流会を

開催し、情報交換の場を作ることにより、新たな取組や連

携の創出、食育の推進を図ります。 

食の安心・安全推進課 
 

取 組 の 実 績 評 価 Ａ 

○きょうと食育フォーラムを開催（平成24年11月10日）150名 

 「体験型の食育」をテーマに「お弁当の日」や「だしを使った食育」について、

講演や模擬授業、取組事例報告を通じて、食育実践者等に紹介。 

 参加者はだしの試飲をし、実際に体験型の食育を肌で味わった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

⑧ 社会福祉団体、商店街、流通事業者等と連携した調理実習体験や買い物弱者支援 

⑨ 優良事例の紹介及び取組の拡大 
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取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

食育シンポジウムの開催  京都ならではの食育を推進するために、企業等と協働し

て、府内の食育実践者、教育関係者や府民などが集まる食

育シンポジウムを開催します。 

 ○８月４日（土） 京都リサーチパーク 

食の安心・安全推進課 

取 組 の 実 績 評 価 Ａ 

○食育シンポジウムを開催（平成24年8月4日）200名 

 「だしは地球を救う！」をテーマに「だし」に関する基調講演やだしを使った食

育の実践者からの取組事例報告、パネルディスカッションを実施。 

和食の世界無形文化遺産登録に向けた気運の醸成をつなげるとともに、食育実践

者等にだしを使った日本型食生活の魅力やだしを使った食育の取組について紹介

し、健康的な食生活に対する意識の向上を図った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

「きょうと食育事例集」の作

成 

「きょうと食育ネットワーク」を通じて、地域・団体等

による食育の取組について調査を行い、優良なモデル事例

を掲載した冊子を作成するとともに、きょうと食育ネット

ワーク会員等にモデル事例を紹介する等、府内全域への普

及・拡大を図ります。 

食の安心・安全推進課 

取 組 の 実 績 評 価 Ａ 

○「きょうと食育ネットワーク」において、「平成 24 年度きょうと食育事例集」

を作成。（掲載事例数 46） 

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

学校等給食地産地消・食育推

進プロジェクトチームによ

る取組推進 

学校・保育園やＪＡ、府関係者（農業、教育、健康）等

で構成するプロジェクトチームにより、府内の食育・地産

地消を推進します。 

食の安心・安全推進課 

取 組 の 実 績 評 価 A 

プロジェクトチームの協力を徔て、「きょうと地産地消・食育応援レシピ」のＰ

Ｒを行うとともに、新たに水産物を使ったメニューを加え、「きょうと地産地消・

食育応援レシピ２」を作成した。 

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

市町村食育推進計画の策定

支援 

食育先進市町村の担当者を招いての研修・懇談会の開催

や、市町村の事情に応じた助言等を行い、市町村食育推進

計画の策定を支援します。 

目標：計画策定市町村数 １８／２６市町村 

食の安心・安全推進課 

取 組 の 実 績 評 価 Ｂ 

○新たに和束町が策定。 

 （平成24年度末時点で16市町が策定） 

○各広域振興局の圏域ごとに、府内市町村食育担当課長会議を開催し、各市町村か

らの取組報告を行うなどの情報共有を図った。（計５回） 
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取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

管内市町が策定する食育推

進計画の策定支援 

管内市町の食育推進計画の策定や進行管理を含む食育推

進に関する支援を行います。 

目標値：乙訓管内市町食育推進担当者会議の開催 

乙訓保健所、乙訓教育
局、京都乙訓農業改良
普及センター 

取 組 の 実 績 評 価 Ａ 

乙訓管内市町食育推進担当者会議の開催。（本年度はブロック別市町食育担当課

長・関連部局担当者会議と合同開催） 

 （８月９日 ２市１町 ２１名出席 １回開催） 

・長岡京市食育推進委員会に参加  （２回） 

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

管内市町村食育関係者担当

課長会議の開催 

管内市町村の食育関係者担当課長が集まり、情報交換を

行い、行政間のネットワークづくりを支援します。 

山城広域振興局（農林
商工部） 

取 組 の 実 績 評 価 A 

平成24年11月15日市町村関係者16名参加 

○管内各市町村における食育の取り組み事例発表 

○意見交換等 

 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

啓発パネルの作成 食育・地産地消に関する啓発パネルを作成し、商業施設

や管内市町村で展示し食育等の啓発を図ります。 

山城広域振興局（農林
商工部） 

取 組 の 実 績 評 価 A 

食育啓発パネルを11種類作成 

府関係機関・市町村・商業施設等35カ所で展示 

 
 

取 組 事 項 取 組 の 内 容 担 当 

丹後食育活動事例の募集 食育事例の募集対象を子どものみでなく、成人、高齢者

など全ライフステージを対象とした食育事例を募集すると

ともに、ホームページ等を通して府民に普及します。 

丹後保健所 

取 組 の 実 績 評 価 Ａ 

○各ライフステージの食育事例を募集し、１０団体２０事例の応募があった。 

 



３　数値目標

当初
(21年度)

24年度
達成状況

24年度
目標

達成目標
(27年度)

説明

　学校給食に地元農産物を使用し、食に関する
指導の「生きた教材」として活用することは、地域
の農業や食文化への理解を深めるとともに、生
産者の努力や、食に関する感謝の念を育む上で
重要であるほか、地産地消にもつながるもので
す。このようなことから、学校給食への地元農産
物の供給品目数の割合を30％以上とすることを
目指します。

（京都府農林水産部食の安心・安全推進課、教
育庁保健体育課調べ）

　乳幼児は自らにおいて食を確保することが困難
であることから、保護者等の食を提供する者への
食育が重要である。このことから、保育所等の給
食施設支援を通じて保護者を含めた参加型食育
を実施している保育所の割合を100％にすること
を目指します。

（京都府健康福祉部健康対策課調べ）

むし歯のない府内小学生の割合 38.9% 43.5% 40.9% 43.9%以上

（京都府教育庁保健体育課調べ）

　食育を府民運動として推進し、その成果を上げ
るためには、府民一人ひとりが自ら食育の実践を
心掛けることが必要ですが、これにはまずより多
くの府民に食育への関心を持ってもらうことが欠
かせません。このようなことから、食育に関心を
持っている府民の割合（食育に関心がある又は
どちらかといえば関心がある）を、90％以上とす
ることを目指します。

（京都府農林水産部食の安心・安全推進課調べ）

朝食を毎日食べる府内小学生の割合 87.5% 87.8% 90.0% 95%以上

（文部科学省「全国学力・学習状況調査」）

　命と食の大切さを理解するためには、知識だけ
ではなく、農作業や調理などの体験が効果的で
す。未来を担う子どもをはじめ府民が、五感をい
きいきと発揮させ、種まきから施肥・除草、収穫、
加工・調理まで一連の体験ができる機会を増や
すため、「食農体験農場」の増加を目指します。

（京都府農林水産部食の安心・安全推進課調べ）

　学校や地域において田植えや収穫体験等が農
業者を講師として実施されていますが、農作業や
調理体験を体系的に指導できる人材が尐なく、
一部の農家に集中しています。学校の農作業体
験の充実要望や府民の食農体験のニーズに対
応できるよう、農業体験等を体系的に指導できる
農業者を「食農教育サポーター（仮称）」として養
成し、その増加を目指します。

（京都府農林水産部食の安心・安全推進課調べ）

　食育を府民運動として推進し、府民一人ひとり
の食生活において実践してもらうためには、食生
活の改善等のために府民の生活に密着した活動
に携わるボランティアが果たしている役割が重要
です。このようなことから、食育の推進に関わる
ボランティアの数の増加を目指します。

（京都府農林水産部食の安心・安全推進課調べ）

　生活スタイルの変化等から、外食への依存度
が高まりつつあり、こうした状況に対応して府民
の健康づくりを進めるためには、家庭内の食事だ
けでなく、外食・中食も含めた生活支援が必要で
す。このようなことから、飲食店等が提供メニュー
等に健康や栄養に関する情報の提供を行う「食
情報提供店」が800店以上となることを目指しま
す。

（京都府健康福祉部健康対策課調べ）

　食育を府民運動として推進していくには、府全
域においてその取組が進められることが必要で
す。食育基本法では、市町村に推進計画を作成
するよう努めることが求められており、各市町村
において計画を作成し、その地域の特色を生か
した食育が推進されることが重要です。このよう
なことから、推進計画を作成・実施している市町
村の割合を100％にすることを目指します。

（京都府農林水産部食の安心・安全推進課調べ）

事項

30%以上
22.00％
（乳類除く
21.0%）

22.7%
学校給食への地元農産物の供給品目
数の割合
1

56.3%以上

90%以上90％以上84.0%食育に関心を持っている府民の割合4

100%
［26市町村］

69%
［18市町村］

23%
［6市町］

食育推進計画作成市町村の数10

8 食育の推進に関わるボランティアの数 4,500人 5,400人以上 5,000人以上

　子どもの食生活の乱れが様々な場面で指摘さ
れており、成長段階からの食の問題は、子どもの
将来にわたる心身の健康に大きな影響を及ぼす
ことが懸念されています。健康的な生活リズムや
生活習慣を確立するため、１日の始まりである朝
食を毎日食べる子どもの割合の増加を目指しま
す。90%以上82.5%78.1%朝食を毎日食べる府内中学生の割合

5,265人

5

800店以上590店460店食情報提供店の店舗数9

20箇所以上14箇所0箇所食農体験農場の数6

100人以上20人0人「きょうと食いく先生」の数7 11人

53.9%51.3%むし歯のない府内中学生の割合

3

　生涯にわたり、健康で豊かな生活を過ごすため
には、十分な口腔機能の発達、維持が必要で
す。食生活を含め生活習慣とむし歯・歯周病の発
生は極めて関係が深いことから、むし歯のない
小・中学生の割合の増加を目指します。

100%100%90.7%
保護者を含めた参加型食育を実施し
ている保育所数の割合
2

536店

62%
［16市町］

17.0%
（乳類除く　16.2%)

100.0%

57.4%

91.7%

80.7%

10箇所

－53－
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